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中野市の新しいシンボル（花、木、鳥）が決まりました！

  働く婦人の家だより ……………１～ 2
 
  ちょうげんぼう ……………………１～ 2

  文化なかの …………………………１～ 6

今月の合冊

　  音声告知放送にお申し込みください。詳しくは政策情報課 ☎２２－２１１１（内線２１７）へ！

平成２０年度 予算
 ～平成２０年度の主な事業～ …… ２



 会計別予算額
会　計　名 予 算 総 額 前年度比

一　　般　　会　　計 182 億 2,800 万円 8.9％

特別会計

国民健康保険事業 48 億 7,446 万円 0.3％
老人保健医療事業 6 億 9,028 万円 △ 83.2％
後期高齢者医療事業 3 億 8,540 万円 ─
介護保険事業 29 億 3,440 万円 4.4％
社会就労センター事業 9,050 万円 △ 13.3％
住宅改修資金貸付事業 749 万円 △ 8.4％
倭財産区事業 183 万円 △ 0.4％
永田財産区事業 44 万円 △ 79.5％
中野財産区事業 255 万円 4.0％
情報通信施設事業 6,899 万円 △ 8.8％
下水道事業 22 億 5,817 万円 28.0％
農業集落排水事業 6 億 4,946 万円 11.7％

　　　　　　合　　計 119 億 6,403 万円 △ 16.4％
企業会計 水道事業 24 億 5,383 万円 40.8％

総　　　計 326 億 4,587 万円 △ 0.4％

 支出（歳出）
項　　目 予 算 額 前年度比

民生費 44 億 9,308 万円 1.4％
公債費 26 億 5,198 万円 10.8％
土木費 25 億 8,889 万円 42.0％
総務費 23 億 9,668 万円 9.0％
衛生費 16 億 4,395 万円 9.4％
教育費 14 億 5,854 万円 △ 25.0％
農林水産業費 14 億 3,438 万円 66.0％
消防費 6 億 8,291 万円 △ 2.3％
商工費 5 億 7,570 万円 △ 0.1％
議会費 1 億 7,973 万円 △ 0.6％
労働費 8,210 万円 △ 1.3％
予備費 4,000 万円 0.0％

合　　計 182 億 2,800 万円 8.9％

平成20年４月号３ 平成20年４月号 ２

平
成
20
年
度
予
算

中
野
市
の
台
所
事
情

　

国
で
は
、
平
成
23
年
度
に
は
国
と
地
方

の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
を
達
成
す

る
た
め
、「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
」
を

更
に
進
め
る
と
し
て
お
り
、
中
野
市
を
含

む
地
方
財
政
は
、
非
常
に
厳
し
い
状
況
が

続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
野
市
の
市
債
の
償
還
は
こ
こ

数
年
が
ピ
ー
ク
で
あ
る
こ
と
、「
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法

律
」（
財
政
健
全
化
法
）
の
一
部
が
平
成

20
年
度
内
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
更

な
る
財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
の
強
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
極
め
て
厳
し
い
財
政
運

健
全
財
政
の
堅
持
に
向
け
て

総額182億 2,800万円

特集

前年度比 8.9㌫増

営
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
国
・

県
の
合
併
支
援
措
置
が
あ
る
う
ち
に
、

し
っ
か
り
と
自
立
で
き
る
体
制
を
作
り
上

げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
団
体

へ
の
補
助
金
・
負
担
金
を
は
じ
め
と
し
た
、

歳
出
全
般
に
わ
た
る
徹
底
し
た
見
直
し
を

行
う
な
ど
、
行
政
改
革
大
綱
実
行
計
画
で

あ
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
や
事
務
事
業
評
価

も
踏
ま
え
、
経
常
経
費
の
縮
減
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
後
年
度
の
財
政
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
財
政
・
経
営
の
健
全
化
計
画

に
基
づ
き
、
公
的
資
金
補
償
金
免
除
繰
上

償
還
と
借
換
え
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

健
全
で
効
率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規

模
は
、
総
額
１
８
２
億
２
８
０
０
万
円

で
す
。
前
年
度
予
算
と
の
比
較
で
は
、

14
億
９
０
０
０
万
円
の
増
、率
に
し
て
８
・

９
パ
ー
セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

増
額
の
主
な
内
容
は
、歳
入
面
で
は
国
・

県
支
出
金
、
減
債
基
金
な
ど
の
繰
入
金
、

地
方
再
生
対
策
費
を
盛
り
込
ん
だ
地
方
交

付
税
な
ど
の
増
で
す
。
歳
出
面
で
は
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
負
担
金
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
に
よ
る
道
路
事
業
や
公
園
事

業
、
市
債
の
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
な
ど

に
伴
う
公
債
費
な
ど
の
増
で
す
。

一般会計

 収入（歳入）　
項　　目 予 算 額 前年度比

市税 58 億 3,134 万円 1.1％
地方交付税 51 億 5,000 万円 5.1％

内訳）普通交付税 47 億 5,000 万円 5.6％
　　　特別交付税 4 億　　　　円 0％

国県支出金 23 億 6,192 万円 44.2％
内訳）国庫支出金 10 億 6,626 万円 21.2％
　　　　県支出金 12 億 9,566 万円 70.9％

市債 16 億 2,450 万円 6.5％
諸収入 9 億　259 万円 11.0％
繰入金 7 億 2,083 万円 79.7％
地方消費税交付金 4 億 3,200 万円 △ 11.1％
分担金及び負担金 3 億 2,328 万円 △ 9.7％
地方譲与税 2 億 8,000 万円 △ 3.4％
使用料及び手数料 2 億 5,639 万円 13.5％
自動車取得税交付金 1 億 1,500 万円 0.0％
繰越金 1 億　　　　 円 0.0％
地方特例交付金 3,900 万円 △ 22.0％
財産収入 3,355 万円 62.0％
利子割交付金 1,700 万円 54.5％
配当割交付金 1,300 万円 85.7％
株式等譲渡所得割交付金 1,000 万円 25.0％
ゴルフ場利用税交付金 1,000 万円 0.0％
交通安全対策特別交付金 700 万円 △ 12.5％
寄附金 57 万円 76.7％

合　　計 182 億 2,800 万円 8.9％

中
野
市
の
平
成
20
年
度
予
算
は
、「
文
化
芸
術
」、「
産
業
誘
発
」、「
高
度
情
報
化
」
の
３
戦
略
を

中
心
に
事
業
展
開
を
す
る
と
と
も
に
、
都
市
基
盤
整
備
や
健
康
福
祉
・
学
校
教
育
の
充
実
な
ど
、

各
種
事
業
に
つ
い
て
国
・
県
補
助
金
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
て
、
元
気
な
ま
ち
「
中
野
市
」
の

実
現
に
向
け
て
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

※

※水道事業の予算総額は、収益的支出および資本的支出の予算額の合計
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こ
れ
ま
で
に
引
き
続
き
、
地
域
情

報
基
盤
整
備
事
業
に
取
り
組
む
ほ

か
、
消
防
・
防
災
事
業
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
消
防
セ
ン
タ
ー
と
排
水
ポ
ン

プ
を
整
備
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ソ
フ
ト
事
業
で
は
、
総
合

的
な
交
通
計
画
の
策
定
を
行
う
ほ

か
、「
中
野
市
の
花
、
木
、
鳥
の
制

定
記
念
事
業
」、
ふ
る
さ
と
回
帰
策

と
し
て
の
「
夢
郷(

ゆ
め
さ
と)

事

業
」、「
信
州
中
野
も
の
し
り
博
士
認

定
試
験
」
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
老
後
の
安

定
、
地
域
で
の
生
き
生
き
と
し
た
暮

ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
生
活
支
援

事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

に
対
す
る
人
間
ド
ッ
ク
費
用
の
一
部

助
成
、
歯
周
疾
患
検
診
事
業
に
係
る

対
象
者
の
拡
大
、
食
育
推
進
計
画
策

定
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

平
野
児
童
セ
ン
タ
ー
の
過
密
解
消

対
策
と
し
て
、
児
童
ク
ラ
ブ
の
整
備

を
行
う
ほ
か
、
市
が
費
用
を
負
担
す

る
妊
婦
健
康
診
査
を
、
２
回
か
ら
５

回
へ
拡
大
し
ま
す
。
ま
た
、
自
動
体

外
式
除
細
動
器
を
全
保
育
所
・
幼
稚

園
へ
整
備
し
ま
す
。

　

放
置
廃
タ
イ
ヤ
撤
去
な
ど
に
支
援

を
行
う
た
め
の
環
境
整
備
支
援
事
業

補
助
金
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
を
活

用
し
て
公
衆
ト
イ
レ
の
改
修
を
行
う

ほ
か
、（
仮
称
）
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

県
の
補
助
を
受
け
て
Ｊ
Ａ
中
野
市

が
整
備
を
行
う
、
エ
ノ
キ
タ
ケ
の
液

体
種
菌
製
造
施
設
へ
の
補
助
、
き
の

こ
の
包
装
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
使
っ

た
農
産
物
の
広
告
事
業
、「
ま
だ
ら

お
の
湯
」
な
ど
の
観
光
施
設
の
設
備

改
善
事
業
、「
ま
ち
な
か
交
流
の
家
」

の
運
営
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
３
つ
の
小
学
校
と
３
つ
の
中
学
校

の
耐
震
診
断
・
耐
震
補
強
の
た
め
の

設
計
、
豊
田
中
学
校
の
屋
根
葺
き
替

え
工
事
、
文
化
施
設
建
設
の
た
め
の

調
査・設
計
に
着
手
す
る
ほ
か
、
小・

中
学
校
へ
特
別
支
援
教
育
の
た
め
の

支
援
員
の
配
置
、
生
涯
学
習
の
ま
ち

づ
く
り
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

吉
田
西
条
線
・
高
丘
９
号
線
な
ど

の
幹
線
道
路
整
備
事
業
、
駅
前
線
な

ど
の
街
路
整
備
事
業
、
一
本
木
公
園

の
拡
張
工
事
や
中
野
小
学
校
旧
西
校

舎
の
増
・
改
築
な
ど
の
公
園
整
備
事

業
、
住
宅
耐
震
補
強
を
支
援
す
る
住

宅
耐
震
化
促
進
事
業
、
災
害
の
未
然

防
止
を
図
る
た
め
の
災
害
危
険
住
宅

移
転
事
業
な
ど
の
ほ
か
、
平
成
18
年

度
か
ら
進
め
て
き
ま
し
た
「
中
野
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」（
市

の
都
市
計
画
の
基
本
的
方
針
）
の
策

定
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
一
人
ひ
と
り
に
開
か
れ
た

　
　
市
民
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

思
い
や
り
と
地
域
の
連
帯
で
支
え
る

健
康
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
の
元
気
を
ふ
る
さ
と
の

　
　
未
来
に
つ
な
げ
る
ま
ち
づ
く
り

地
球
環
境
と
の
共
生
と

　
　
豊
か
な
心
の
人
間
社
会
づ
く
り

産
業
が
連
携
し
、

新
し
い
価
値
を
生
み
出
す
ま
ち
づ
く
り

安
全
・
快
適
で

機
能
的
な
都
市
基
盤
づ
く
り 地

域
が
育
て
地
域
が
守
る

教
育
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

〝                    

年
度
予
算 

〟

中
野
市
総
合
計
画
の
７
つ
の
主
要
施
策
を
進
め
る

主
な
事
業

７

６

５

２

３

４

１

市役所 財政課 財政係（☎２２－２１１１内線２２１）問

１．市民一人ひとりに開かれた市民参加と協働のまちづくり
継続・地域情報基盤整備事業（H18～20）…４億２，３７９万円
新規・コミュニティー消防センター建設事業…２，９２０万円
新規・排水ポンプ設置事業…１，３０２万円
新規・総合的な交通計画策定事業（H19～20）…４３０万円
新規・市の花、木、鳥制定記念事業…２３万円
拡大・ふるさと回帰策として、夢郷（ゆめさと）事業…１３９万円
新規・信州中野ものしり博士認定試験…５万円
２．思いやりと地域の連帯で支える健康福祉のまちづくり
新規・中国残留邦人生活支援事業…１，０１３万円
新規・人間ドック助成事業…６１１万円
拡大・歯周疾患検診事業…２１０万円
新規・食育推進計画策定事業…５３万円
３．子どもの元気をふるさとの未来につなげるまちづくり
継続・平野児童センター増築事業（H19～20）…２，４２３万円
拡大・妊婦乳児健康診査委託事業…１，５５５万円
新規・自動体外式除細動器設置事業…２９１万円
４．地球環境との共生と豊かな心の人間社会づくり
新規・環境整備支援事業補助金…７５０万円

継続・公衆トイレ改修工事…５２０万円
新規・（仮称）環境フェスティバル…８５万円
５．産業が連携し、新しい価値を生み出すまちづくり
新規・林業経営構造対策事業費…４億６，０６３万円
新規・観光施設改善事業…５０１万円
新規・まちなか交流の家運営事業…４７４万円
６．地域が育て地域が守る教育と文化のまちづくり
新規・耐震補強事業…２，９００万円
新規・文化施設整備事業（H20～23）…２，７９７万円
新規・特別支援教育支援員配置事業…２，１０８万円
新規・（仮称）長野県中野市故郷エッセイ大賞準備委員会…６万円
７．安全・快適で機能的な都市基盤づくり
継続・幹線道路整備事業…５億７，２７７万円
継続・駅前線整備事業…１億３，６７０万円
継続・一本木公園拡張事業（H12～22）…１億７８２万円
継続・中野小学校旧西校舎改造事業（H19～21）…５，２２３万円
継続・住宅耐震化促進事業（H18～23）…２０１万円
新規・災害危険住宅移転事業（H20～24）…２００万円
継続・都市計画マスタープラン策定業務（H18～20）…４２２万円

平成20年度の新規・拡大・継続事業と予算額

まちなか交流の家

廃タイヤ撤去作業

健康づくりフェスティバル

中野小学校旧西校舎

新市民会館建設のための
基本設計を行います

増築を予定している
平野児童センター

音声告知放送の加入を
推進しています

20
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市
で
は
、
妊
婦
の
皆
さ
ん
や
胎
児
の
健

康
を
確
保
し
、
安
全
で
安
心
な
出
産
が
で
き

る
よ
う
に
、
今
月
か
ら
公
費
負
担
に
よ
る
妊

婦
健
康
診
査
を
二
回
か
ら
五
回
に
拡
大
し
ま

し
た
。
た
だ
し
、
医
師
が
特
に
必
要
と
認
め

て
行
う
検
査
も
し
く
は
妊
娠
に
関
す
る
以
外

の
検
査
お
よ
び
治
療
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

　

県
内
の
医
療
機
関
に
受
診
票
を
提
出
す

る
こ
と
に
よ
り
、
公
費
負
担
で
妊
婦
健
康

診
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

妊
婦
健
康
診
査
公
費
負
担

麻
し
ん
排
除
に
向
け
て
「
は
し
か
に
な
ら

な
い
！　

は
し
か
に
さ
せ
な
い
！
」

　

四
月
一
日
か
ら
五
年
間
の
期
限
付
き
で
、

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
定
期
予
防
接
種
の
対

象
が
、
現
在
の
第
1
期
（
１
歳
児
）、
第
２

期
（
小
学
校
入
学
前
年
度
の
１
年
間
に
あ

た
る
児
）
に
加
え
、
第
３
期
（
中
学
1
年

生
に
相
当
す
る
者
）、
第
4
期
（
高
校
3
年

生
に
相
当
す
る
者
）
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

接
種
方
法
は
、
中
学
一
年
生
は
中
学
校

で
の
集
団
接
種
で
実
施
し
、
高
校
３
年
生

２
回
→
５
回
に
拡
大
し
ま
し
た

　

ま
た
、
里
帰
り
出
産
な
ど
で
県
外
の
病

院
で
受
診
さ
れ
る
際
も
公
費
負
担
で
妊
婦

健
康
診
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

平
成
十
九
年
度
に
妊
娠
届
を
出
し
た
方

で
出
産
予
定
日
が
四
月
以
降
の
方
は
、
週

数
に
応
じ
て
受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
子
育
て
課
子

ど
も
支
援
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線

３
５
６
）

麻
し
ん
・
風
し
ん
の
予
防
接
種
対
象

中
学
１
・
高
校
３
年
生
相
当
に
拡
大

に
相
当
す
る
年
齢
の
方
は
実
施
医
療
機
関

で
の
接
種
と
な
り
ま
す
。
希
望
す
る
医
療

機
関
へ
、
予
防
接
種
を
受
け
よ
う
と
す
る

前
月
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
予

防
接
種
は
、
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

接
種
可
能
な
医
療
機
関
は
、
平
成
二
十

年
度
版
健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
該
当
さ
れ
る
方
に
は
予
診
票
を

お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
子
育
て
課
子
ど

も
支
援
係
（
☎
�
２
１
１
１
内
線
３
５
６
）

医師研究資金と医師奨学資金
の貸付希望者を募集

■
医
師
研
究
資
金

対
象
者　

県
外
か
ら
転
入
し
、
市

内
の
臨
床
研
修
病
院
（
長
野
県
厚

生
連　

北
信
総
合
病
院
）
に
従
事

し
よ
う
と
す
る
整
形
外
科
医
師

貸
付
人
員　

二
名

貸
付
金
額　

三
年
間
従
事
し
よ
う

と
す
る
者
は
六
〇
〇
万
円
、
二
年

間
の
場
合
は
四
〇
〇
万
円

返
還
免
除　

貸
付
期
間
と
同
じ
期

間
を
勤
務
し
た
場
合
、
全
額
免
除

申
込
期
限　

貸
付
人
員
に
達
す
る

ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
３
｜
０
０
２
１　

長
野
県

中
野
市
西
一
丁
目
１
番
７
号
（
中

野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
０
２
６
９
�
２
１
１
１
（
内
線

２
４
１
ま
た
は
２
４
２
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
医
師
奨
学
資
金

対
象
者　

学
校
教
育
法
に
お
い
て

医
学
を
専
攻
し
て
い
る
方
で
、
卒

業
後
三
年
以
内
に
市
内
の
臨
床
研

修
病
院
（
長
野
県
厚
生
連　

北
信

総
合
病
院
）
の
医
師
と
し
て
従
事

す
る
意
思
が
あ
る
方

貸
付
人
員　

一
名

貸
付
金
額　

月
額
二
〇
万
円
（
限

度
）

返
還
免
除　

貸
付
期
間
と
同
じ
期

間
を
勤
務
し
た
場
合
、
全
額
免
除

申
込
期
限　

四
月
十
八
日
㈮
必
着

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
３
８
３
｜
０
０
２
１　

長
野
県

中
野
市
西
一
丁
目
１
番
７
号
（
中

野
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

健
康
長
寿
課
健
康
管
理
係

☎
０
２
６
９
�
２
１
１
１
（
内
線

２
４
１
ま
た
は
２
４
２
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
直

　

接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　医療機関で受診される際に、
ジェネリック医薬品を処方しても
らいたいという要望を簡単に伝え
られるよう、「ジェネリック医薬
品希望カード」を作成し、３月下
旬に全戸配布しました。
　ジェネリック医薬品は、先発医
薬品と同じ成分・ほぼ同じ効き目
で低価格です。医療費を抑えるこ
とにも有効ですので、利用促進に
ご協力をお願いします。
※院内処方の医療機関ではジェネ
　リック医薬品の取り扱いができ
　ない場合があります。
問い合わせ先　市役所健康長寿課
健康管理係（☎�２１１１内線
２４２）または福祉課国保医療係

（内線２９６）

ジェネリック医薬品
希望カード

ご利用ください！

「
中
野
市
教
育
委
員
会
の
権
限
に

属
す
る
事
務
の
一
部
を
市
長
が
管

理
及
び
執
行
す
る
こ
と
に
関
す
る

条
例
」
の
制
定

　

教
育
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事

務
の
う
ち
、
学
校
に
お
け
る
体
育
に

関
す
る
こ
と
を
除
く
ス
ポ
ー
ツ
に
関

す
る
事
務
及
び
文
化
財
の
保
護
に
関

す
る
こ
と
を
除
く
文
化
に
関
す
る
事

務
に
つ
い
て
、
市
長
が
管
理
・
執
行

す
る
た
め
、
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

「
中
野
市
介
護
保
険
条
例
」
の
一

部
改
正

　「
介
護
保
険
法
施
行
令
」
等
の

一
部
改
正
に
伴
い
、
介
護
保
険
料

の
緩
和
措
置
を
講
じ
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

｢

中
野
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
」

の
制
定

　

中
野
市
に
お
け
る
文
化
芸
術
振

興
の
基
本
理
念
等
に
つ
い
て
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

｢

中
野
市
ま
ち
な
か
交
流
の
家
条

例
」
の
制
定

　
整
備
し
た
「
ま
ち
な
か
交
流
の

家
」
に
関
し
、
必
要
な
規
定
に
つ

い
て
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

｢

中
野
市
災
害
危
険
区
域
に
関
す

る
条
例
」
の
制
定

　

災
害
危
険
区
域
の
指
定
及
び
そ

の
区
域
に
お
け
る
災
害
防
止
上
必

要
な
建
築
物
の
建
築
の
制
限
に
関

し
、
必
要
な
規
定
に
つ
い
て
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。

　３月４日から21日まで、18日間の会期で開催されました。
　この議会では、専決処分の報告１件、条例案14件、予算案24件、
事件案４件のあわせて43件の議案が審議され、いずれも原案どおり
可決され、また、教育委員会委員の任命及び固定資産評価審査委員
会委員の選任、意見書などについても審議されました。
　ここでは主な内容をお知らせします。

３月の定例市議会報告

　
条
　
例

　
人
　
事

《
教
育
委
員
会
委
員
》

　
岡
村
郁
子
さ
ん
（
穴
田
）
の
任

期
が
五
月
十
日
で
満
了
と
な
る
こ

と
か
ら
、
後
任
に
、
丸
山
扶
美
さ

ん
（
替
佐
）
を
同
委
員
と
し
て
任

命
す
る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ

ま
し
た
。
任
期
は
四
年
で
す
。

　
専
決
処
分
の
報
告

平
成
十
九
年
度
中
野
市
一
般
会
計

補
正
予
算
の
専
決
処
分
報
告

　
補
正
予
算

　《 

一
般
会
計 

》

　

平
成
十
九
年
度
の
一
般
会
計
予

算
に
五
億
五
千
百
三
十
一
万
九
千

円
を
追
加
、
補
正
後
の
予
算
総
額

を
百
七
十
七
億
五
百
九
十
八
万
九

千
円
と
し
ま
し
た
。
主
な
歳
出
の

内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

〈
総
務
費
〉
●
一
般
管
理
費
で
、

職
員
人
件
費
の
一
般
職
退
職
手
当

等
で
、
二
億
七
、
四
七
二
万
余
円

を
増
額

〈
民
生
費
〉
●
扶
助
費
の
確
定

等
に
よ
り
、
福
祉
医
療
費
給
付

費
六
〇
〇
万
円
、
児
童
手
当
費

二
、
四
九
二
万
余
円
を
減
額

〈
衛
生
費
〉
●
健
康
診
査
事
業
費

で
、
各
種
が
ん
検
診
委
託
料
の
確

定
等
に
よ
り
、
七
二
一
万
余
円
の

減
額

〈
農
林
水
産
業
費
〉
●
農
業
総
務

費
で
、
豊
田
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
の

廃
止
に
伴
う
補
助
金
の
返
還
金

八
七
八
万
余
円
を
計
上

〈
商
工
費
〉
●
商
工
振
興
費
で
、

実
績
見
込
み
に
伴
う
各
種
補
助
金

及
び
制
度
資
金
貸
付
保
証
料
補
給

金
の
減
な
ど
で
、
一
、
一
六
四
万

円
を
減
額

〈
土
木
費
〉
●
除
雪
費
で
、
除
雪

委
託
料
二
、
五
〇
〇
万
円
を
増
額

〈
消
防
費
〉
●
常
勤
消
防
費
で
、

岳
南
広
域
消
防
組
合
分
担
金
の
減

な
ど
に
よ
り
、
三
、
二
一
四
万
余

円
を
減
額

〈
教
育
費
〉
●
小
学
校
の
教
育
振

興
費
で
、
対
象
者
増
に
よ
る
要
保

護
・
準
要
保
護
児
童
就
学
援
助
費

の
増
な
ど
に
よ
り
、
一
二
七
万
余

円
を
計
上

〈
公
債
費
〉
●
事
業
費
の
確
定
に

よ
り
、
元
金
償
還
額
三
七
〇
万
円

を
減
額

　《 

特
別
会
計 

》

〈
国
民
健
康
保
険
事
業
〉
●
保
険

給
付
費
で
、
一
般
被
保
険
者
療
養

給
付
費
一
億
五
、九
〇
〇
万
円
を

増
額

〈
介
護
保
険
事
業
〉
●
一
般
管
理

事
務
費
で
、
介
護
保
険
制
度
改
正

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料

一
四
四
万
余
円
を
計
上

〈
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
事
業
〉
●

総
務
費
で
、
施
設
授
産
事
業
費
の

作
業
工
賃
四
五
一
万
余
円
を
減
額

〈
倭
財
産
区
事
業
〉
●
一
般
管
理

事
務
費
で
、
十
九
万
余
円
を
増
額

〈
永
田
財
産
区
事
業
〉
●
一
般
管

理
費
の
財
産
造
成
基
金
積
立
金
で
、

七
万
余
円
を
増
額

〈
情
報
通
信
施
設
事
業
〉
●
一
般

管
理
費
の
情
報
通
信
施
設
工
事
費

で
、
一
三
八
万
余
円
を
減
額

〈
下
水
道
事
業
〉
●
事
業
費
の
確
定

に
よ
り
、
下
水
道
建
設
費
八
九
五
万

円
、
維
持
管
理
費
二
七
八
万
余
円
、

公
債
費
七
八
二
万
余
円
を
減
額

〈
農
業
集
落
排
水
事
業
〉
●
一
般

管
理
費
一
、〇
一
〇
万
円
、
排
水

施
設
建
設
費
四
二
〇
万
円
を
減
額

　《 

企
業
会
計 

》

〈
水
道
事
業
〉
●
浄
水
施
設
、
配

水
施
設
、
簡
易
水
道
施
設
等
の
改

良
工
事
費
等
で
、
五
、〇
四
六
万

余
円
を
減
額

｢

中
野
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
」
の
制
定

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
四
月

一
日
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
に
伴
い
、

市
が
行
う
後
期
高
齢
者
医
療
事
務

に
関
し
、
必
要
な
規
定
に
つ
い
て

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

《
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
》

　
現
在
の
委
員
の
任
期
が
五
月
十

日
で
満
了
と
な
る
こ
と
か
ら
、
浅

沼
正
雄
さ
ん
（
大
俣
）
と
酒
井

次
さ
ん
（
上
小
田
中
）
は
引
き
続

き
同
委
員
と
し
て
、
ま
た
、
小
林

昭
一
郎
さ
ん
（
上
今
井
）
の
後
任

に
、
宮
本
昭
雄
さ
ん
（
奥
手
山
）

を
同
委
員
と
し
て
選
任
す
る
こ
と

が
適
当
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
任

期
は
三
年
で
す
。

皓



平成20年４月号９ 平成20年４月号 ８

　65歳から74歳までの世帯主の方で、下記の①～③
のすべてに当てはまる方は、今月中に支給される年金
から国民健康保険税を差し引いて納めていただくこと
（特別徴収）になります。

①世帯主が国民健康保険の被保険者となっていること
　※世帯主が国保以外の被保険者や75歳以上の方の
　　場合は、該当しません
②世帯内の国民健康保険の被保険者の方全員が65歳
　～74歳であること
　※65歳未満の国民健康保険の被保険者がいる場合
　　は、該当しません
③特別徴収の対象となる年金の年額が18万円以上で
　あり、国民健康保険税が介護保険料と合わせて、年
　金額の２分の１を超えないこと

　該当者の方には後日、「国民健康保険税特別徴収開
始通知書（仮徴収）」をお送りします。

65歳～74歳の国民健康保険に
　　　　　加入している世帯主の皆様へ

後期高齢者医療被保険者（75歳以上
または一定の障害があると認定された
方は65歳以上）の皆様へ
　平成20年４月から後期高齢者医療制度が始
まりました。
　それに伴い、年金が年額18万円以上の方
（介護保険料との合計額が年金額の２分の１を
超える場合は除きます）は、今月支給される年
金から保険料を差し引いて納めていただくこと
になります。
　対象となる方には、今月上旬に「後期高齢者
医療保険料特別徴収
開始通知書」をお送
りしますのでご確認
ください。

問い合わせ先
市役所福祉課国保医
療係（☎�２１１１
内線２９６）

４
月
か
ら
一
部
変
わ
り
ま
し
た

  

職 

員 

人 

事

　

四
月
一
日
付
け
で
職
員
の
人
事

異
動
（
二
〇
一
人
）
を
行
い
ま
し

た
。
本
庁
及
び
支
所
等
の
係
長
級

以
上
の
異
動
、
新
規
採
用
職
員
及

び
退
職
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
　
　
　
　

※
（　

）
内
は
旧
任

　
参
事
幹

参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長
（
参
事
兼
庶
務
課
長
）
田
中
重
雄

　
部
長

豊
田
支
所
長
（
経
済
課
長
兼
建
設
課
長
）

小
林
堅
郎

　
部
長
級

参
事
兼
庶
務
課
長
（
参
事
兼
農
政
課
長
）

小
林
俊
幸
、
参
事
兼
財
政
課
長
（
財
政
課

長
）
海
野
昇
正
、
参
事
兼
税
務
課
長
（
税

務
課
長
）
岩
戸
啓
一
、
参
事
兼
保
育
課
長

（
北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
参
事
兼
事
務

局
次
長
）
池
田
修
、
参
事
兼
文
化
振
興
課

長
兼
高
野
辰
之
記
念
館
長
（
文
化
振
興
課

長
兼
高
野
辰
之
記
念
館
長
）
大
堀
和
男
、

く
ら
し
と
文
化
部
参
事
兼
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
参
事
兼
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
長
）
竹
内
羊
一
、
参
事
兼

市
民
課
長
（
市
民
環
境
課
長
兼
永
田
窓
口

サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
）
市
川
一

夫
、
参
事
兼
農
政
課
長
（
参
事
兼
上
下
水

道
課
長
）
小
林
敏
、
参
事
兼
商
工
観
光
課

長
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長
（
参
事
兼
保

育
課
長
）
塚
田
栄
一
、
参
事
兼
上
下
水
道

課
長
（
参
事
兼
商
工
観
光
課
長
兼
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
長
）
小
野
幸
夫
、
参
事
兼
図

書
館
長
（
市
民
課
長
）
武
田
貞
治

　
課
長

福
祉
課
長
兼
福
祉
事
務
所
次
長
（
副
参
事

兼
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
係
長
）
荻
原
由

美
子
、中
野
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
所
長（
副

参
事
兼
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
）
出

川
久
、
子
育
て
課
長
（
副
参
事
兼
財
政
課

長
補
佐
兼
財
政
係
長
）
小
林
治
男
、
環
境

課
長（
長
野
県
警
察
本
部
か
ら
人
事
交
流
）

上
條
高
明
、
中
山
晋
平
記
念
館
長
（
副
参

事
兼
中
央
公
民
館
副
館
長
）
宮
澤
文
男
、

消
防
課
長・併
任（
消
防
課
長
補
佐・併
任
）

西
堀
博
幸
、
生
涯
学
習
課
長
兼
歴
史
民
俗

資
料
館
長
兼
中
野
小
学
校
旧
校
舎
・
信
州

中
野
銅
石
版
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長
（
副

参
事
兼
経
済
課
長
補
佐
）
成
合
宣
孝

　
課
長
級

副
参
事
兼
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
文
書
係

長
（
庶
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
文
書
係
長
）

竹
内
幸
夫
、
副
参
事
兼
政
策
情
報
課
長
補

佐
兼
政
策
推
進
係
長
兼
行
政
管
理
係
長

（
政
策
情
報
課
長
補
佐
兼
政
策
推
進
係
長
）

斉
藤
武
美
、
副
参
事
兼
財
政
課
長
補
佐
兼

財
政
係
長
（
北
信
広
域
連
合
事
務
局
次
長

補
佐
兼
総
務
係
長
）
石
川
保
文
、
副
参
事

兼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
補
佐
兼

支
援
係
長
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所

長
補
佐
兼
支
援
係
長
）
小
林
み
ゆ
き
、
副

参
事
兼
環
境
課
長
補
佐
兼
環
境
係
長
（
市

民
課
長
補
佐
兼
国
民
年
金
係
長
兼
生
活
交

通
安
全
係
長
）
関
守
、
副
参
事
兼
人
権
政

策
課
長
補
佐
兼
啓
発
推
進
係
長
兼
中
野
人

権
セ
ン
タ
ー
館
長
（
健
康
福
祉
課
長
補
佐

兼
健
康
長
寿
係
長
兼
福
祉
係
長
兼
子
ど
も

課
長
補
佐
兼
子
ど
も
係
長
）
佐
藤
等
、
副

参
事
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副
館
長
兼
指

導
係
長
（
副
参
事
兼
農
業
委
員
会
事
務
局

長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼
農
地
係
長
）

小
林
芳
文
、
消
防
課
副
参
事
・
併
任
（
消

防
課
主
幹
・
併
任
）
清
水
正
志
、
副
参
事

兼
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
（
学

校
教
育
課
長
補
佐
兼
総
務
係
長
）
原
誠
、

副
参
事
兼
中
央
公
民
館
副
館
長
（
副
参
事

兼
子
育
て
課
長
補
佐
兼
子
ど
も
支
援
係

長
）
鈴
木
一
成
、
副
参
事
兼
農
業
委
員
会

事
務
局
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼
農
地

係
長
（
副
参
事
兼
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
副

館
長
兼
指
導
係
長
）
牧
野
武
仁

　
課
長
補
佐

政
策
情
報
課
長
補
佐
（
環
境
課
主
幹
兼
衛

生
係
長
）
佐
野
武
雄
、
子
育
て
課
長
補
佐

兼
子
ど
も
支
援
係
長
（
都
市
計
画
課
長
補

佐
兼
監
理
計
画
係
長
）
池
野
正
美
、
文
化

振
興
課
施
設
管
理
係
長
の
兼
務
を
解
く

（
文
化
振
興
課
長
補
佐
兼
文
化
振
興
係
長

兼
施
設
管
理
係
長
）
佐
々
木
正
、
高
野
辰

之
記
念
館
副
館
長
（
高
野
辰
之
記
念
館
主

幹
）小
林
雅
美
、く
ら
し
と
文
化
部
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係
長
兼
施
設
係

長
（
教
育
委
員
会
事
務
局
ス
ポ
ー
ツ
振
興

課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
兼
振
興
係
長
）
春

原
正
彦
、
市
民
課
長
補
佐
兼
国
民
年
金
係

長
兼
生
活
交
通
安
全
係
長
（
老
人
ホ
ー
ム

高
社
寮
施
設
長
補
佐
）
荻
原
昭
代
、
農
政

課
長
補
佐
（
長
野
県
か
ら
研
修
派
遣
）
安

田
正
樹
、
都
市
計
画
課
長
補
佐
兼
街
路
公

園
係
長
（
都
市
計
画
課
主
幹
兼
街
路
公
園

係
長
）山
岸
功
、消
防
課
長
補
佐・併
任（
消

防
課
主
幹
・
併
任
）
佐
藤
和
義
、
会
計
課

長
補
佐
兼
会
計
係
長
（
庶
務
課
秘
書
広
報

係
長
）
酒
井
久

　
課
長
補
佐
級

税
務
課
主
幹
兼
収
納
係
長
（
税
務
課
収
納

係
長
）
徳
竹
雅
之
、
子
育
て
課
主
幹
兼
青

少
年
未
来
係
長
（
子
育
て
課
青
少
年
未
来

係
長
）
杉
本
光
正
、
環
境
課
主
幹
兼
衛
生

係
長
（
都
市
計
画
課
主
幹
兼
建
築
住
宅
係

長
）
湯
出
川
芳
治
、
文
化
振
興
課
主
幹
兼

施
設
管
理
係
長
（
中
野
市
振
興
公
社
主
幹

兼
事
務
局
係
長
）
北
原
清
一
、
農
政
課
主

幹
兼
農
政
振
興
係
長
（
上
下
水
道
課
主
幹

兼
上
水
道
係
長
）
高
野
裕
彦
、
新
幹
線
対

策
室
主
幹
兼
調
整
係
長
（
新
幹
線
対
策
室

調
整
係
長
）
奈
良
和
夫
、
都
市
計
画
課
主

幹
兼
監
理
計
画
係
長
（
農
政
課
主
幹
兼
農

政
振
興
係
長
）
上
野
慎
一
、
上
下
水
道
課

主
幹
兼
営
業
係
長
（
上
下
水
道
課
営
業
係

長
）
町
田
義
文
、
消
防
課
主
幹
兼
消
防
係

長
・
併
任
（
消
防
課
消
防
係
長
・
併
任
）

高
山
真
澄
、
北
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
主

幹
（
経
済
課
主
幹
兼
農
政
係
長
兼
商
工
観

光
係
長
）
臼
井
純
人
、
中
央
公
民
館
主
幹

（
保
育
課
主
幹
）
外
山
康
子

　
係
長

庶
務
課
秘
書
広
報
係
長
（
財
政
課
主
査
）

栗
林
淳
一
、
庶
務
課
職
員
係
長
（
財
政
課

主
査
）
中
山
貴
弘
、
男
女
共
同
参
画
推
進

室
推
進
係
長
（
総
務
課
副
主
幹
兼
会
計
課

副
主
幹
）
佐
藤
紀
子
、
都
市
計
画
課
建
築

住
宅
係
長（
上
下
水
道
課
上
下
水
道
係
長
）

小
林
学
、
上
下
水
道
課
上
水
道
係
長
（
上

下
水
道
課
副
主
幹
）
小
野
塚
房
夫
、
学
校

教
育
課
学
校
教
育
係
長
（
保
育
課
主
査
）

小
林
由
美

　
係
長
級

税
務
課
副
主
幹
（
都
市
計
画
課
主
査
）
竹

内
和
彦
、
健
康
長
寿
課
副
主
幹
（
子
ど
も

相
談
室
主
査
）
吉
村
恵
利
子
、
子
ど
も
相

談
室
副
主
幹
（
健
康
福
祉
課
副
主
幹
兼
子

ど
も
課
副
主
幹
）
滝
澤
小
春
、
市
民
課
副

主
幹
（
福
祉
課
主
査
）
山
崎
尚
美
、
農
政

課
副
主
幹
（
農
政
課
主
査
）
秋
元
正
幸
、

道
路
河
川
課
副
主
幹（
道
路
河
川
課
主
任
）

平
林
輝
夫
、
上
下
水
道
課
副
主
幹
（
福
祉

課
副
主
幹
）
湯
本
茂
子
、消
防
課
副
主
幹・

併
任
（
岳
南
広
域
消
防
組
合
中
野
消
防
署

副
主
幹
）
土
屋
秀
夫
、
消
防
課
副
主
幹
・

併
任
（
岳
南
広
域
消
防
組
合
豊
田
消
防
署

副
主
幹
）
三
井
浩
一
、
消
防
課
副
主
幹
・

併
任
（
岳
南
広
域
消
防
組
合
中
野
消
防
署

主
査
）
三
井
博
雄
、
消
防
課
副
主
幹
・
併

任
（
岳
南
広
域
消
防
組
合
中
野
消
防
署
主

査
）
竹
田
章
、
学
校
教
育
課
副
主
幹
（
北

部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
副
主
幹
）
三
井
高

幸
、
生
涯
学
習
課
副
主
幹
（
生
涯
学
習
課

主
査
）
鳥
羽
法
祐
、
図
書
館
副
主
幹
（
図

書
館
主
査
）
竹
内
み
ゆ
き

《
豊
田
支
所
》

　
部
長
級

参
事
兼
地
域
振
興
課
長
兼
永
田
窓
口
サ
ー

ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
所
長
（
参
事
兼
子
育

て
課
長
）
青
木
隆
雄

　
課
長
級

副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
総
務
係

長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
庶
務
係
長
兼
税
務

係
長
兼
会
計
課
出
納
係
長
）
小
林
克
彦
、

副
参
事
兼
地
域
振
興
課
長
補
佐
兼
振
興
係

長
（
副
参
事
兼
人
権
政
策
課
長
補
佐
兼
啓

発
推
進
係
長
兼
中
野
人
権
セ
ン
タ
ー
館

長
）
柳
沢
秀
一

　
係
長

地
域
振
興
課
市
民
生
活
係
長
（
市
民
環
境

課
市
民
環
境
係
長
兼
人
兼
政
策
係
長
）
山

崎
幸
正

　
係
長
級

地
域
振
興
課
副
主
幹
（
市
民
環
境
課
副
主

幹
）望
月
英
雄
、地
域
振
興
課
副
主
幹（
建

設
課
副
主
幹
）
藤
沢
佳
繁

《
保
育
園
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
》

　
主
幹
兼
園
長
、
所
長

主
幹
兼
み
な
み
保
育
園
長
（
主
幹
兼
た
か

や
し
ろ
保
育
園
長
）
山
岸
枝
美
子
、
主
幹

兼
平
野
保
育
園
長
（
主
幹
兼
永
田
保
育
園

長
）
西
原
芳
子
、
主
幹
兼
み
よ
し
保
育
園

長（
主
幹
兼
平
野
保
育
園
長
）萩
原
優
子
、

主
幹
兼
た
か
や
し
ろ
保
育
園
長
（
平
岡
保

育
園
主
幹
）
古
川
千
恵
子
、
主
幹
兼
永
田

保
育
園
長
（
み
よ
し
保
育
園
主
幹
）
吉
原

恵
美
子
、
主
幹
兼
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長
（
主
幹
兼
豊
田
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
所
長
）
小
林
正
尾
、
主
幹
兼
豊
田

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
（
松
川
保
育

園
主
幹
）
小
林
く
に
子

　
主
幹

西
町
保
育
園
主
幹
（
平
岡
保
育
園
主
幹
）

山
田
良
子
、
松
川
保
育
園
主
幹
（
西
町
保

育
園
主
幹
）
福
原
久
美
子
、
平
岡
保
育
園

主
幹
（
み
な
み
保
育
園
主
任
保
育
士
）
春

原
八
重
子
、
永
田
保
育
園
主
幹
（
平
岡
保

育
園
主
任
保
育
士
）
渋
川
富
美
子

《
派
遣
》

北
信
広
域
連
合
へ
派
遣　
課
長
補
佐
（
庶

務
課
主
幹
兼
職
員
係
長
）
保
科
篤

北
信
保
健
衛
生
施
設
組
合
へ
派
遣　
課
長

（
副
参
事
兼
建
設
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
）

外
谷
博
美

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
へ
派
遣

主
事
（
税
務
課
主
事
）
金
子
顕
智

中
野
市
振
興
公
社
へ
派
遣　
係
長
（
政
策

情
報
課
行
政
管
理
係
長
）
宮
本
浩
明

《
研
修
派
遣
》

長
野
県
実
務
研
修
（
財
政
課
主
事
）
臼
井
徹

《
新
規
採
用
》

税
務
課　
春
原
秀
史
、
税
務
課　
松
野
寛

史
、
健
康
長
寿
課　
児
玉
真
奈
美
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　
中
村
祐
子
、
市
民

課　

佐
藤
理
沙
、
農
政
課　

土
屋
優
太
、

学
校
教
育
課　
武
田
有
希
、
平
野
保
育
園

小
林
咲
恵
、
西
町
保
育
園　

依
田
博
香
、

松
川
保
育
園　
宮
川
美
聡
、
み
よ
し
保
育

園　
丸
山
麻
子

《
退
職
》（
三
月
三
十
一
日
付
け
）

参
事
幹
兼
健
康
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長　
高
木
幹
男
、
参
事
幹
兼
豊
田
支
所
長

兼
総
務
課
長　
丸
山
正
光
、
参
事
幹
兼
福

祉
課
長　
清
水
栄
治
、
参
事
幹
兼
健
康
福

祉
課
長
兼
子
ど
も
課
長　

臼
井
今
朝
徳
、

参
事
兼
環
境
課
長
（
長
野
県
警
察
本
部
人

事
交
流
）　

伊
藤
聡
志
、
消
防
部
参
事
兼

消
防
課
長
・
併
任　
岳
南
広
域
消
防
組
合

参
事
兼
中
野
消
防
署
長　
春
原
輝
明
、
参

事
兼
生
涯
学
習
課
長
兼
歴
史
民
俗
資
料
館

長
兼
中
野
小
学
校
旧
校
舎
・
信
州
中
野
銅

石
版
画
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
館
長　
外
山
健
一

郎
、
参
事
兼
図
書
館
長　
江
口
茂
久
、
中

野
市
振
興
公
社
参
事
幹
兼
事
務
局
長　
長

島
敏
文
、
主
幹
兼
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
所
長　
勝
野
泰
子
、
主
幹
兼
み
な
み

保
育
園
長　
木
内
す
み
江
、
主
幹
兼
み
よ

し
保
育
園
長　
武
田
紀
代
子
、
み
な
み
保

育
園
主
幹　
酒
井
栄
理
子
、
永
田
保
育
園

主
幹　
小
林
幸
子
、
市
民
課
主
幹　
上
原

志
津
子
、
男
女
共
同
参
画
推
進
室
推
進
係

長　
小
林
き
よ
、
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係
長　
宮
澤
正
子
、
健
康
長
寿
課
副
主
幹

梅
本
文
代
、
税
務
課
主
事　

山
口
陽
子
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
業
務
員　
江
口
和
彦

組
織
改
革
な
ど
に
よ
り
、
市

役
所
本
庁
舎
三
階
に
あ
り

ま
し
た
教
育
委
員
会
事
務
局
（
学

校
教
育
課
と
生
涯
学
習
課
）
は
、

豊
田
支
所
へ
移
転
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の

「
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
」
が
、
市
長

部
局
の
「
く
ら
し
と
文
化
部
」
へ

移
り
ま
し
た
。

　

豊
田
支
所
に
つ
い
て
は
、
６
課

12
係
を
、
１
課
（
地
域
振
興
課
）

３
係
（
総
務
係
、
市
民
生
活
係
、

振
興
係
）
に
統
合
し
ま
し
た
。

　

南
宮
庁
舎
に
あ
り
ま
し
た
経
済

部
（
農
政
課
、
売
れ
る
農
業
推
進

室
、
商
工
観
光
課
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
、産
業
誘
致
推
進
室
）
は
、

市
役
所
本
庁
舎
に
移
転
し
ま
し

た
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
四
月
中
に
全

戸
配
布
予
定
の
「
く
ら
し
の
便
利

帳
」
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
直
接

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
庶
務
課

庶
務
文
書
係
（
☎
�
２
１
１
１
内

線
２
１
１
）

市
役
所
の
組
織
と
事
務
室
の
配
置

豊田支所

南宮庁舎

市役所本庁舎

地域振興課

振　興　係

市民生活係

総　務　係

経済部
（農政課、売れる農業
 推進室、商工観光課、
 まちづくり推進室、
 産業誘致推進室）

教育委員会事務局
（学校教育課、
 生涯学習課）

スポーツ振興課
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市役所 庶務課 秘書広報係（☎２２－２１１１内線２１２・４００）問

中 野 市 の 新 し い シンボル

－中野市の花・木・鳥　制定記念－

フ ト コ ン テストオ

テーマ：中野市の花、木、鳥
部門：バラ、シャクヤク、リンゴ、もみじ、チョウゲンボウ（計５部門）
写真サイズ：ワイド四つ切を原則とします。（キャビネ、２L 版なども可）
表彰：最優秀賞１点（計５点）、優秀賞１点（計５点）、佳作数点
　　　入賞者に賞状および副賞（最優秀賞のみ）を贈ります。
展示：入賞作品は、市内（本庁舎、支所など）で展示します。
応募方法：市役所庶務課秘書広報係へ所定の申込書を添えて応募してください。
募集期間：６月２日㈪～ 12 月 26 日㈮
その他：作品は、市内で撮影したものに限ります。作品は、原則返却しません。作
品の著作権は撮影者（応募された方）に帰属します。市では入賞作品を無償で使用す
る権利を有します。入賞作品は主に市で発行する書籍、チラシ、ポスター、ホームペー
ジ等への掲載の目的で使用します。その際、撮影者の氏名等を表示する場合があります。
※詳細は、お問い合わせいただくか、市ホームページをご覧ください。

　市民の多くの庭先や街角などに多く植えられ、愛され、親しまれ
ている花であり愛好家も多くいます。一本木公園（バラ公園）は市
内外、県外からも毎年多くの観光客が訪れ、中野市の代表する観光
スポットとなっています。美しい花弁や品のよい香りなど、人々の
心にうるおいと安らぎを与えてくれるとても魅力がある花で、品種
も形状も多種多様。情熱的、愛情豊かであり、個性豊かな中野市を
象徴するにふさわしい花です。

　昭和 47 年頃から切花用として市内で集団栽培されるようになり
ました。梅雨入り前のさわやかな中野市の初夏を飾るにふさわしく、
人間性豊かな中野市を象徴するにふさわしい花です。
　また、シャクヤクは、上品であり個性を生かせる花で、切花生産
日本一であることからも中野市を象徴するにふさわしい花です。旧中
野市の花として、市民アンケートにおいても第２位の約17％の方
がふさわしいと思っています。

　中野市でのリンゴ栽培の歴史は古く、明治37年にまでさかのぼ
り、栽培農家の不撓不屈の努力と技術の向上により、より味覚が得
られています。常に近代的な農業経営に積極的に取り組んでいる中
野市を象徴するにふさわしい木です。
　また、信州＝りんごのイメージがあり、栽培量も多く、大人から
子どもまで知っている木であり、生食のほか、お菓子などにもしや
すく、多くの人に親しまれています。

　もみじ（紅葉：秋に起こる落葉樹の葉の色が変わる現象。樹木の
モミジはカエデ・カエデ科）は、高野辰之先生作詞の「紅葉」のふ
るさとのイメージであり、美しい日本のふるさと、自然豊かな中野
市を発信できる木です。
　市民アンケートにおいては第２位で、23％の方がふさわしいと
思っています。

　チョウゲンボウは、昭和25年に市内の十三崖で集団繁殖してい
ることが発表され、大きな反響を呼び、昭和28年に集団繁殖地と
して国の天然記念物に指定されました。
　世界でも崖の狭い範囲で営巣しているのは中野市だけであり、とても
貴重で、世界への情報発信ができ、全国にもアピールできる鳥です。
　チョウゲンボウの天空に悠々と舞う姿は、限りなく発展する中野
市を象徴しています。

市の花 バラ

　市の未来を担う中高生をメンバーに含む「中野市の花、木、鳥、市民歌等制定懇話会」では、市民アンケートな
どを参考にしながら、市の花、木、鳥、市民歌について議論をしてきました。市は同懇話会から提出いただいた提
言書の内容に基づき、昨年12月議会での議決を経て、平成20年４月１日に市の花、木、鳥を制
定しました。この中野市の新しい『シンボル』は、中野市を”まさに象徴する”花・木・鳥として、
多くの人に愛され、親しまれるとともに、まちづくりに役立てていきたいと考えています。

み
な
さ
ん
の
思
い
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
明
る
い
未
来
を
予
感
さ
せ
る
、中
野
市
の
「
花
」
と
「
木
」
と
「
鳥
」
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　　（バラ科）

定の経過制

市の花 シャクヤク　　（ボタン科）

市の木 リンゴ　　（バラ科）

市の木 もみじ　　（カエデ：カエデ科）

市の鳥 チョウゲンボウ　　（ハヤブサ科）

～募集要領～

提言書の趣旨（抜粋）
　平成１７年４月１日に新中野市（旧中野市、旧豊田村が合併）が誕生し、
「緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち」をキャッチフレーズに新し
いまちづくりが始まりました。
　そこで、より「元気なまちづくり」に活用でき、市民意識と郷土意識の
高揚が図れ、「協働のまちづくり」に貢献が期待できる、本市の豊かで美
しい自然を表す「シンボル」の制定を提言します。
　なお、制定したシンボルは、郷土意識を高め、自然を守り、元気のある
まちづくりのため、将来にわたって市民に親しん
でもらえるよう、さまざまな形で活用していくこ
とを提言します。
　シンボルの提言にあたっては、「地域の誇りと
するもの」「市民に愛されているもの」「地域の産
業・生活に関係があるもの」などを考慮しました。

① 制定記念（以下略）フォトコンテスト事業（詳細は下記）
② 第 1 回信州中野ものしり博士認定試験
③ 2008地域力フォーラム
④ ふるさと回帰促進事業
⑤ 緑化苗木頒布事業
⑥ もみじ祭り

な制定記念事業主
⑦ なかのバラまつり
⑧ チョウゲンボウ探鳥会、講演会
⑨ シンボルのイラストの活用（市役所の封筒な
　 どへ印刷し、シンボルを周知）
※その他、制定を記念した事業やシンボルを活用
　した事業を行っていきます。

平成17年度 市民アンケート実施

平成18年11月28日
～平成19年７月23日

中野市の花、木、鳥、市
民歌等制定懇話会（全８
回開催）

平成19年７月23日 提言書の提出

平成19年12月議会
提言書に基づき、中野市
の 花 ・ 木 ・ 鳥 の 案 を 決
定、議会へ上程し、議決
を得ました。

平成20年４月１日 制定

中野市の花・木・鳥

制定記念式典
　制定記念式典を、合併後
の初の統一成人式の中で開
催します。
　当日は、近未来の中野市
を担う新成人の前で中野市
の花・木・鳥を紹介します。
期日　５月４日
　　　( 日・みどりの日 )
時間　午前 10 時
会場　市民会館ホール
※当日はどなたでもご入場
　できますので、ご参加く
　ださい。

「中野市の花・木・鳥」制定

大塚会長から市長へ提言

懇話会のメンバー

特集
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★
環
境
基
本
計
画
と
は

　

地
球
温
暖
化
を
は
じ
め
と
す
る

環
境
問
題
を
改
善
す
る
た
め
に
は
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
や
経

済
活
動
に
お
け
る
環
境
へ
の
配
慮

な
ど
、
市
民
・
事
業
者
・
市
が
一

緒
に
な
り
、
総
合
的
な
環
境
対
策

を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

中
野
市
環
境
基
本
条
例
第
七
条

の
規
定
に
よ
り
、
市
は
、
環
境
の

保
全
に
関
す
る
施
策
を
、
総
合
的

か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の

基
本
と
な
る
環
境
基
本
計
画
を
定

め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
策
定
ま
で
の
経
緯

　

合
併
前
の
中
野
市
に
お
い
て
、

平
成
十
三
年
に
環
境
基
本
計
画
を

策
定
し
、
市
の
望
ま
し
い
環
境
像

を
実
現
す
る
た
め
に
施
策
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
計
画
策
定
か
ら
七
年

が
経
過
す
る
中
で
、
環
境
を
取
り

巻
く
状
況
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化

し
て
お
り
、
合
併
を
機
に
、
新
た

な
環
境
基
本
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

★
皆
さ
ん
の
意
見
を
も
と
に

　
策
定

　

本
計
画
を
行
動
に
移
し
、
実
行

し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
政
だ
け

で
は
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
事

業
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
・
協
働
に

よ
る
総
合
的
な
環
境
対
策
の
推
進

が
不
可
欠
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
計
画
策
定
の
段
階

か
ら
環
境
に
対
す
る
意
見
を
い
た

だ
き
、
反
映
さ
せ
て
い
く
た
め
、

公
募
等
に
よ
り
お
集
ま
り
い
た
だ

い
た
市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る
市
民

環
境
会
議
の
中
で
、
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
や
市
民
意
見
提
出
手
続
き

な
ど
を
通
じ
て
、
多
く
の
皆
さ
ん

か
ら
の
貴
重
な
意
見
、
提
言
を
い

た
だ
き
策
定
し
た
も
の
で
す
。

★
策
定
の
経
過

・
平
成
十
八
年
三
月　

中
野
市
環

境
審
議
会
（
策
定
方
針
説
明
）

・
同
年
六
月　

第
一
回
市
民
環
境

会
議
（
以
降
毎
月
の
会
議
と
二

回
の
自
然
観
察
会
を
開
催
）

・
同
年
九
月　

市
民
環
境
意
識
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施

・
平
成
十
九
年
二
月　

中
野
市
環

境
審
議
会
（
策
定
状
況
報
告
）

・
同
年
六
月
他　

庁
内
策
定
組
織

で
随
時
、
会
議
を
開
催

・
同
年
九
～
十
月　

市
民
意
見
提

出
手
続
実
施
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
制
度
）

・
平
成
二
十
年
二
月　

市
議
会
民

生
環
境
委
員
会
協
議
会
に
報
告

・
同
年
二
月　

中
野
市
環
境
審
議

会
（
諮
問
・
審
議
・
答
申
）

・
平
成
二
十
年
三
月　

計
画
策
定

市の恵まれた自然環境を守り、将来に継承していくとともに、環境を
良くしていくための変化をめざし、自ら行動をはじめるという理念の
もと、新しい環境基本計画が４月からスタートしました。

中野市環境基本計画
新たなスタート！

　

計
画
を
行
動
に
移
し
実
行
す

る
組
織
と
し
て
、
「
（
仮
称
）

中
野
環
境
会
議
」
の
早
期
立
ち

上
げ
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

計
画
を
策
定
し
た
だ
け
で
は

環
境
は
良
く
な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
、
良
く
し
た
い
と
思
っ
て

い
て
も
、
環
境
活
動
は
一
人

で
は
効
果
が
あ
が
り
ま
せ
ん
。

「
（
仮
称
）
中
野
環
境
会
議
」

で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
役

割
を
持
ち
、
共
に
環
境
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

　

こ
の
会
議
を
円
滑
に
設
立
し
、

運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
規

約
や
組
織
の
在
り
方
な
ど
具
体

的
な
事
項
に
つ
い
て
協
議
す
る

必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
準

備
会
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
市
民
・
事
業
者
の
皆

さ
ま
か
ら
「
（
仮
称
）
中
野
環

境
会
議
設
立
準
備
会
」
の
委
員

を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

「
（
仮
称
）
中
野
環
境
会

議
設
立
準
備
会
」
の
委
員
は

「
（
仮
称
）
中
野
環
境
会
議
」

の
設
立
後
に
、
そ
の
役
員
や
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
引
き
続
き
活
動

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

環
境
に
対
す
る
思
い
を
形
に

す
る
活
動
を
し
た
い
人
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
活
動
内
容　

「
（
仮
称
）
中

野
環
境
会
議
」
の
設
立
に
向

け
て
の
企
画
運
営
準
備
活
動

○
対
象　

市
内
に
在
住
・
在

職
・
在
学
の
方
、
市
内
の
事

業
者

○
活
動
日　

月
一
回
程
度
（
委

員
決
定
後
、
委
員
の
皆
様
の

都
合
を
調
整
し
て
決
定
）

○
そ
の
他　

報
酬
や
交
通
費
の

支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

環
境
に
関
す
る
活
動
を
実
践

し
て
い
る
方
や
活
動
し
て
み
た

い
方
、
事
業
者
の
方
、
地
域
や

学
校
等
の
団
体
の
方
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

募
集
の
詳
細
や
申
込
み
方
法

は
、
本
計

画
概
要
版

と
共
に
全

戸
配
布
す

る
チ
ラ
シ

を
ご
覧
下

さ
い
。

委
員
を
募
集
し
ま
す

中
野
環
境
会
議
設
立
準
備
会

中
野
環
境
会
議
設
立
準
備
会

めざす
環境像

環境像を実現するための
５つの目標 取り組みの方針

豊
か
な
ふ
る
さ
と
を
共
に
つ
く
る
ま
ち
　
な
か
の

Ⅰ．「みんなの参加」で中野市の
環境をつくります

・環境について学び、考え、行動します

・市民・事業者・市が協力して取組みます

・環境の情報を収集し、発信します

Ⅱ．「もったいない」の心を大切
にします

・ごみを減らします

・ごみではなく資源にします

・環境に配慮した農林業をすすめます

・恵みの水を大切に使います

Ⅲ．「安心」してくらせる環境を
つくります

・緑の多いやすらぎのあるまちにします

・ごみのないきれいなまちにします

・公害のない安全なまちにします

Ⅳ．「ふるさと」の豊かな自然を
大切にします

・貴重な自然をまもります

・身近な自然を活用しながらはぐくみます

Ⅴ．「地球温暖化」を防ぎます

・資源のムダづかいはしません

・環境にやさしいエネルギー利用をすすめます

・環境にやさしいくらしをめざします

計画は、めざす環境像を達成するために、以下のような体系で取組みを進めていきます。

～ 中野市環境基本計画の体系 ～

～ めざす環境像 ～

豊かなふるさとを共につくるまち　なかの

問い合わせ先　市役所環境課環境係　☎（22）２１１１（内線２４７）

♪豊かなふるさとを共につくるまち　なかの♪

　市民の皆さんに本計画の内容をご理解いただき、計画を円滑に推進していくた
め、市内全戸に本計画の「概要版」を配布します。
　ぜひ、ご覧いただき、取り組みにご協力いただきますようお願いします。
　計画の詳細な内容が掲載されている本編は、市公式ホームページでご覧いただ
けます。なお、本編冊子の配布を希望される方は、直接ご連絡をお願いします。
　市公式ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kankyo/index.html

○概要版を全戸配布します

中野市環境基本計画の目標と体系

計画を実行することで“中野市の将来をこうしていきたい”という姿を「めざす環境像」と
して表します。

（
仮
称
）

（
仮
称
）



　

市
と
教
育
委
員
会
で
は
、
市
民

一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
り
、

自
分
に
あ
っ
た
手
段
と
方
法
を
自

ら
選
ん
で
学
習
し
て
、
個
性
と
能

力
を
伸
ば
し
、
そ
の
成
果
が
適
切

に
生
か
さ
れ
る
生
涯
学
習
環
境
の

実
現
を
め
ざ
し
、
そ
の
指
針
と
な

る
生
涯
学
習
基
本
構
想
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
生
涯
学

習
に
関
す
る
意
見
募
集
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
公
募
委
員
を
含

む
十
五
名
の
生
涯
学
習
基
本
構
想

策
定
委
員
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、

五
回
に
わ
た
っ
て
検
討
し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
社
会
教
育
委
員
を
は

じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

構
想
の
期
間

　

平
成
二
十
年
度
か
ら
平
成
二
十
九

年
度
ま
で
の
十
カ
年
で
す
。

　

構
想
の
概
要

　

中
野
市
総
合
計
画
の
基
本
目
標

で
あ
る
「
緑
豊
か
な
ふ
る
さ
と　

文
化
が
香
る
元
気
な
ま
ち
」
を
基

調
と
し
、
「
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
に
向
け
、
市
民
一

人
ひ
と
り
の
自
主
的
な
学
習
活
動

を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
市

民
、
行
政
、
各
種
教
育
機
関
が
連

携
し
合
っ
て
、
生
涯
学
習
を
推
進

し
て
い
く
う
え
で
の
基
本
方
策
に
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五
月
一
日
か
ら
、
市
民
課
、
地

域
振
興
課
、
北
部
・
西
部
・
永
田

窓
口
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

戸
籍
や
住
民
基
本
台
帳
に
関
す
る

証
明
書
を
請
求
す
る
際
や
、
届
出

（
本
庁
と
豊
田
支
所
の
み
）
を
す

る
際
に
は
、「
本
人
確
認
」
が
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
と
と

も
に
運
転
免
許
証
な
ど
、
ご
本
人

と
確
認
で
き
る
顔
写
真
付
き
の
書

類
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
は
、「
戸
籍
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
」
及
び
「
住
民
基

本
台
帳
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」に
よ
り
定
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
市
民
課
窓
口
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
３
６
）

○
よ
く
あ
る
ご
質
問

Ｑ
本
人
確
認
と
は
ど
う
い
う
こ
と
？

Ａ
運
転
免
許
証
、
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
な
ど
官
公
署
発

行
の
顔
写
真
付
き
の
身
分
証

明
書
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
本
人
に
間
違
い
な
い
と
い

う
確
認
を
す
る
こ
と
で
す
。

Ｑ
ど
ん
な
と
き
に
必
要
に
な
る
？

Ａ
住
民
票
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本

等
の
住
民
基
本
台
帳
や
戸
籍

の
証
明
書
を
請
求
す
る
際
や
、

婚
姻
、
協
議
離
婚
、
養
子
縁

組
、
協
議
離
縁
、
認
知
の
届

出
及
び
住
民
異
動
届（
転
入
・

転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更
）

の
際
、
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
な
ぜ
、法
律
が
改
正
さ
れ
た
の
？

Ａ
本
人
が
知
ら
な
い
う
ち
に
結

婚
や
養
子
縁
組
を
さ
せ
ら
れ

た
り
、
勝
手
に
住
所
を
移
さ

れ
る
な
ど
、
犯
罪
等
に
利
用

さ
れ
る
こ
と
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
で
す
。

　
　

ま
た
、
戸
籍
や
住
民
基
本

台
帳
の
証
明
書
の
不
正
取
得

を
防
ぐ
こ
と
は
、
犯
罪
等
の

防
止
ば
か
り
で
な
く
、
個
人

情
報
保
護
の
観
点
か
ら
も
必

要
な
こ
と
と
い
え
ま
す
。

Ｑ
車
の
運
転
免
許
証
も
パ
ス

ポ
ー
ト
も
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
も
な
い
の
で
す
が
？

Ａ
健
康
保
険
証
、
国
民
年
金
手

帳
、
年
金
や
恩
給
の
証
書
、

老
人
手
帳
な
ど
を
二
つ
以
上

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
よ
り
「
本
人
確
認
」
と
い

た
し
ま
す
の
で
、
二
点
以
上

を
お
見
せ
く
だ
さ
い
。

　

ど
う
し
て
も
本
人
確
認
書

類
の
提
示
が
難
し
い
場
合
は
、

市
民
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
れ
を
機
会
に
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
作
る
こ

と
を
お
奨
め
い
た
し
ま
す
。

戸籍や住民基本台帳に関する届出や証明書などを請求する際には

１　家庭教育の充実
２　学校教育の充実
３　社会教育の充実
４　職業能力の向上

１　健康づくりの推
　　進
２　スポーツ活動の
　　振興
３　文化芸術活動の
　　振興
４　交流活動の推進
５　人権教育の充実
６　男女共同参画社
　　会の推進
７　平和教育の推進
８　ボランティア活
　　動の促進
９　快適な地域づく
　　りの推進

１　生涯学習推進のための機関
２　学習情報の提供
３　指導者の充実
４　学習成果の評価と活用の場の確保
５　学習の場の整備・充実

あらゆる学習機能の活性化 多様な学習活動の推進

生涯学習推進
　　　体制の整備

中野市生涯学習
基　本　構　想
～市民が学び、地域で生かし、
　みんなで創る　元気な生涯
　　学習のまちをめざして～

中　野　市　総　合　計　画
～緑豊かなふるさと　文化が香る元気なまち～

中野市生涯学習基本構想体系

～市民が学び、地域で生かし、みんなで創る　元気な生涯学習のまちをめざして～

中野市生涯学習基本構想
を策定しました

　市民の皆さんに本構想の内容をご理解いただき、構想を
円滑に推進していくため、市内全戸に構想の「ダイジェス
ト版」を配布します。
　ぜひ、ご覧いただき、取り組みにご協力いただきますよ
うお願いします。
　構想の詳細な内容が掲載されている本編は、市公式ホー
ムページでご覧いただけます。
市公式ホームページ　http://www.city.nakano.nagano.jp/
city/shogai/index.html

ダイジェスト版を全戸配布します

つ
い
て
述
べ
て
い
ま
す
。

　

構
想
実
現
の
た
め
に

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
学
習
活
動
を

活
発
に
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
行
政
が
円
滑
な
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
し
、
協
働
に

よ
る
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
構
想
に
基
づ

き
、
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
ご
意
見
、
ご
要
望
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

中
野
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
推
進
係

〒
三
八
九
‐
二
一
〇
一

中
野
市
大
字
豊
津
二
五
〇
八

☎
�
３
１
１
２

Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
�
３
１
１
７

Ｅ
メ
ー
ル

shogai@
city.nakano.nagano.jp

本人確認本人確認窓口での　　　　　　　　　　　が必要になります

５月１日から



　このたび、平成20年度「水道水質検査
計画」を策定しました。

◇水質検査計画とは
　水道法施行規則により、水道事業
者は、水源種別、過去の水質検査結果、
水源周辺の状況等について総合的に
検討し、水質検査等の内容を定めた
水質検査計画を作成し、毎事業年度
の開始前に水道の利用者に対して情
報提供することとされています。

　この計画の内容は、市の上下水道課お
よび市公式ホームページで公表していま
すので、どうぞご覧ください。
問い合わせ先　市役所上下水道課上水道係
（☎（２２）２１１１内線２８２）
市公式ホームページ　http://www.city.
nakano.nagano.jp/city/jyogesui/index.html

り
、
公
共
下
水
道
、
特
定
環
境
保

全
公
共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水

の
す
べ
て
の
処
理
区
で
、
こ
の
制

度
が
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

対
象
と
な
る
処
理
区

公
共
下
水
道
、
特
定
環
境
保
全
公

共
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
の
す

べ
て
の
処
理
区

利
用
限
度
額　

二
〇
〇
万
円

適
用
金
利

平
成
二
十
年
度
‐
年
三
・
五
〇
％

利
子
補
給　

利
子
相
当
分
（
供
用

開
始
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
は

二
分
の
一
）

償
還
期
間　

七
年
以
内

融
資
取
扱
金
融
機
関

八
十
二
銀
行
中
野
支
店
・
中
野
西

支
店
、
中
野
市
農
業
協
同
組
合
、

長
野
信
用
金
庫
中
野
支
店
、
長
野

銀
行
中
野
支
店
・
中
野
西
支
店
、

長
野
県
信
用
組
合
中
野
支
店
・
中

野
西
支
店
、
長
野
県
労
働
金
庫
中

野
支
店
、
北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協

同
組
合

利
用
方
法　

市
役
所
上
下
水
道
課

ま
た
は
取
扱
金
融
機
関
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

　

下
水
道
は
、
自
然
環
境
の
保
全

と
生
活
環
境
の
向
上
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

 

「
信
州
中
野
お
立
ち
寄
り
情
報
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
！ 

 

「
信
州
中
野
お
立
ち
寄
り
情
報
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

　
　  

～
農
産
物
直
売
所
や
観
光
農
園
な
ど
を
掲
載
～

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら

は
、
毎
日
元
気
な
お
子
さ
ん
や

お
母
さ
ん
の
声
が
聞
こ
え
て
来

ま
す
♪

　

小
さ
な
お
子
さ
ん
を
か
か
え

外
出
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
。
ち
ょ
っ
と
一
歩
踏

み
出
し
て
お
近
く
の
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
出
か
け
て
み
ま

し
ょ
う
。

　

朝
、
「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま

す
」
と
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ

た
お
母
さ
ん
た
ち
の
声
が
セ
ン

タ
ー
に
響
き
ま
す
。
受
け
付
け

を
済
ま
せ
、
ボ
ー
ル
プ
ー
ル
や

職
員
手
作
り
の
遊
具
で
子
ど
も

た
ち
と
お
母
さ
ん
が
遊
び
始
め

ま
す
。

　

毎
日
午
前
十
一
時
頃
に
は
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル

シ
ア
タ
ー
や
リ
ズ
ム
体
操
な
ど

が
始
ま
り
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
を
利
用
さ
れ
て
い

る
親
子
の
中
に
は
、
毎
日
通
う

方
や
、
各
セ
ン
タ
ー
を
順
繰
り

に
利
用
さ
れ
て
い
る
親
子
の
方

も
多
く
、
自
然
に
み
ん
な
と
顔

な
じ
み
に
な
り
、
子
ど
も
と
遊

新
品
種
き
の
こ
「
あ
ぎ
茸
」

本
格
的
な
生
産
間
近
！

　
～
軸
は
ホ
タ
テ
の
食
感
～

　

あ
ぎ
茸
（
別
名
ア
ウ
ィ
ー
）

は
、
エ
リ
ン
ギ
や
バ
イ
リ
ン
グ

の
仲
間
で
、原
産
地
は
中
国
で
す
。 　

栽
培
し
て
い
る
の
は
、
竹
内
秀

治
さ
ん
（
小
田
中
）
で
、
六
年
程

前
に
、
あ
る
大
学
の
試
験
栽
培
用

の
種
菌
を
譲
り
受
け
、
竹
内
さ
ん

が
Ｊ
Ａ
中
野
市
と
協
力
し
て
研
究

開
発
に
着
手
し
栽
培
に
成
功
し
ま

し
た
。
栽
培
を
始
め
た
頃
は
、
培

地
や
試
験
栽
培
で
、
大
変
な
苦
労

が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

あ
ぎ
茸
の
外
観
は
、
傘
が
シ
イ

タ
ケ
、
軸
が
エ
リ
ン
ギ
で
、
食
味

は
く
せ
が
な
く
、
軸
は
ホ
タ
テ
の

食
感
に
似
て
い
ま
す
。
炒
め
物
や

天
ぷ
ら
、
フ
ラ
イ
な
ど
の
油
を

使
っ
た
料
理
に
よ
く
合
い
、
く
せ

が
な
い
の
で
子
ど
も
で
も
食
べ
や

す
く
、
カ
レ
ー
や
シ
チ
ュ
ー
の
具

に
し
て
も
お
い
し
い
き
の
こ
で
す
。

　

ま
た
、
旨
味
成
分
の
分
析
で
は
、

ア
ミ
ノ
酸
が
他
の
き
の
こ
よ
り

多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。（
ア
ミ
ノ
酸
含
有
量

は
、
社
団
法
人
農
村
工
業
研
究

所
の
分
析
に
よ
る
）

　

こ
の
あ
ぎ
茸
は
、
竹
内
さ
ん

の
ご
好
意
に
よ
り
、
二
月
に
開

催
し
た
食
農
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
、

天
ぷ
ら
と
し
て
参
加
者
全
員
に

提
供
し
、
大
変
好
評
を
得
ま
し

た
。
五
月
頃
か
ら
本
格
的
な
生

産
を
開
始
し
、
量
販
店
や
業
務

系
の
業
者
に
流
通
し
て
い
く
そ

う
で
す
。
市
内
で
の
販
売
は
、

一
部
の
農
産
物
直
売
所
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
ん
な
味
や
食
感
か
、
試

食
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
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び
な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
子
育
て

の
情
報
交
換
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
は
、
遊
び
場
の
提

供
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
子
育

て
の
悩
み
や
、
ち
ょ
っ
と
気
に

な
る
子
ど
も
の
健
康
に
つ
い
て

も
、
セ
ン
タ
ー
の
職
員
や
、
定

期
的
に
行
わ
れ
る
保
健
師
な
ど

に
よ
る
相
談
日
に
、
気
楽
に
相

談
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
は
市
内
在

住
者
で
あ
れ
ば
、
0
歳
か
ら
未

就
学
児
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
が
無
料
で
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
と
お
父
さ
ん
、
お

母
さ
ん
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
ご
家
族
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
各
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
ま
で
直
接
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

売
れ
る
農
業
推
進
室
で
は
、
市

内
を
訪
れ
る
方
々
に
、
農
産
物
等

直
売
所
や
観
光
農
園
な
ど
を
紹
介

す
る
「
信
州
中
野
お
立
ち
寄
り
情

報
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

こ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
、
新

鮮
な
旬
の
野
菜
や
果
物
を
手
ご
ろ

に
お
買
い
求
め
い
た
だ
け
る
農
産

物
直
売
所
や
、
食
べ
頃
の
果
物
を

そ
の
場
で
お
召
し
上
が
り
い
た
だ

け
る
観
光
農
園
を
一
覧
表
と
イ
ラ

ス
ト
マ
ッ
プ
で
紹
介
。
こ
の
ほ
か
、

特
産
の
き
の
こ
や
果
物
な
ど
の
農

産
物
や
、
温
泉
施
設
な
ど
も
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
最
寄
り
の
公

共
施
設
・
観
光
案
内
所
・
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
・
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
な
ど
に
あ
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
売
れ
る
農
業
推
進
室

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
８
１ 

）

▲今回発行したお立ち寄り
　情報パンフレット

　

こ
の
カ
タ
ロ
グ
に
掲
載
す
る
商

品
を
募
集
し
ま
す
の
で
、
自
慢
の

商
品
を
販
売
し
た
い
方
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
要
項　

市
内
産
農
産
物
及
び

市
内
で
製
造
さ
れ
た
食
品
や
特
産

品
で
、
贈
答
品
と
し
て
宅
配
が
可

能
な
も
の

応
募
締
切　

四
月
二
十
五
日
㈮

提
出
書
類
等　

商
品
企
画
書
（
様

式
あ
り
）
・
商
品
写
真
・
契
約
書

掲
載
料
二
千
五
百
円
（
最
大
三
品

掲
載
可
能
）

手
数
料　

一
個
に
つ
き
百
七
十
円

応
募
条
件

①
食
品
衛
生
法
等
の
関
係
法
令
の

遵
守

②
食
品
製
造
者
お
い
て
は
Ｐ
Ｌ
保

険
の
加
入

③
食
料
加
工
品
に
お
い
て
は
容
器

ま
た
は
包
装
等
に
次
の
い
ず
れ

か
が
明
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

・
中
野
市
で
製
造
さ
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
こ
と

・
原
材
料
が
中
野
市
産
で
あ
る
こ
と

発
行
部
数　

四
万
三
千
部
（
中
野

市
お
よ
び
姉
妹
都
市
全
戸
配
布
、

ふ
る
さ
と
信
州
中
野
会
Ｄ
Ｍ
等
）

発
行
時
期　

六
月
上
旬

取
り
扱
い　

㈶
中
野
市
振
興
公
社

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
９
９
）

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
売
れ
る

農
業
推
進
室
（
☎
�
２
１
１
１
内

線
３
８
１
）

「水道水質検査計画」を策定

　

四
月
一
日
か
ら
中
野
市
公
共
下

水
道
・
農
業
集
落
排
水
設
備
改
造

資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
（
利
子

補
給
）
の
利
用
対
象
処
理
区
に
農

業
集
落
排
水
の
豊
田
処
理
区
を
追

加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
く
み
取
り
便
所

を
水
洗
ト
イ
レ
に
改
造
ま
た
は
新

設
し
て
下
水
道
に
接
続
す
る
場
合

に
一
定
の
条
件
を
設
け
て
融
資

あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給
を
行
い
、

水
洗
化
の
促
進
と
環
境
衛
生
の
向

上
を
図
る
も
の
で
す
。
な
お
、
新

築
・
建
て
替
え
の
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　

利
用
対
象
処
理
区
の
追
加
に
よ

　

下
水
道
の
十
分
な
活
用
と
衛
生

的
な
生
活
環
境
を
築
く
た
め
、
下

水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
な
い
ご
家

庭
は
、
早
め
に
水
洗
化
の
検
討
を

し
て
い
た
だ
き
一
日
で
も
早
く
下

水
道
へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

下
水
道
汚
水
の
処
理
は
、
受
益

者
負
担
の
原
則
か
ら
下
水
道
を
使

用
し
て
い
る
方
に
負
担
し
て
い
た

だ
く
の
が
原
則
で
す
。
下
水
道
は

汚
水
を
処
理
す
る
た
め
の
動
力
費
、

薬
品
費
な
ど
の
維
持
管
理
費
が
か

か
り
ま
す
。
ま
た
、
処
理
場
や
管

渠
な
ど
は
多
く
の
建
設
費
が
必
要

な
た
め
、
借
金
を
し
て
元
金
と
利

子
の
償
還
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の

維
持
管
理
費
や
元
利
償
還
金
に
下

水
道
使
用
料
を
充
て
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
費
用
は
使
用
料

の
み
で
は
賄
え
な
い
た
め
、
そ
の

半
分
以
上
を
市
の
一
般
会
計
繰
入

金
（
税
金
等
）
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

不
足
額
す
べ
て
に
税
金
を
使
う
と
、

費
用
負
担
の
公
平
を
欠
く
ば
か
り

で
な
く
、
市
の
様
々
な
事
業
に
も

制
約
が
生
じ
る
た
め
、
下
水
道
使

用
料
に
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
上
下
水
道
課
監
理
係

　
☎
�
２
１
１
１
（
内
線
３
７
８
）

下水道設備改造資金
　　　融資あっせん制度

水洗化にご協力を

下
水
道
へ
の
接
続
を

お
願
い
し
ま
す

▲あぎ茸

‐
全
処
理
区
で

　
　
　
　
利
用
可
能
に
‐

ふ
る
さ
と
の
味
を
贈
り
物
に掲

載
商
品
募
集
中
！

夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ

夏
の
ギ
フ
ト
カ
タ
ロ
グ

下
水
道
使
用
料
は

何
に
使
わ
れ
る
の
？

ご利用
　ください！

施設名 休所日 電話
北部子育て
支援センター
（さくらんぼ）

月・日・祝日・
年末年始 22-6622

中央子育て
支援センター
（りんごっこ）

火・日・祝日・
年末年始 22-2259

豊田子育て
支援センター
（うさぎっこ）

水・日・祝日・
年末年始 38-3012

（私立）ひよこ
保育園子育て
支援センター

土・日・祝日・
年末年始 22-6292



　

国
（
文
部
科
学
省
）
は
、
今
年
の
二
月

十
五
日
に
、
十
年
に
一
回
の
小
中
学
校
の

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
案
を
公
表
し
ま
し

た
。
改
訂
学
習
指
導
要
領
と
は
、
国
情
、

社
会
の
変
化
、
子
ど
も
の
育
ち
の
よ
う
す

を
見
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も
に
学

ば
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
教
科
や

道
徳
、
他
の
領
域
の
学
習
内
容
、
授
業
時

間
の
基
準
を
示
す
も
の
で
す
。

　

と
く
に
、
改
訂
案
の
内
容
で
新
し
い
も

の
と
し
て
、
小
学
校
五
・
六
年
生
に
週
一

時
間
の
外
国
語
の
活
動
が
は
い
り
ま
し
た
。

学
習
指
導
要
領
は
、
全
国
す
べ
て
の
小
中

学
校
の
共
通
理
解
が
は
か
ら
れ
て
日
本
国

の
教
育
の
一
定
の
水
準
を
保
持
し
て
い
く

こ
と
が
要
請
さ
れ
、
国
の
責
任
分
担
で
す
。

　

こ
の
指
導
要
領
の
内
容
を
子
ど
も
の
学

習
の
教
材
の
形
に
し
た
教
科
書
を
検
定
す

る
こ
と
も
国
の
仕
事
で
す
。

　

県
（
教
育
委
員
会
の
担
当
課
）
で
は
、

国
と
連
絡
を
と
っ
た
り
、
説
明
、
講
習
を

う
け
た
り
し
な
が
ら
改
訂
学
習
指
導
要
領

の
趣
旨
、
内
容
の
共
通
理
解
を
は
か
り
ま

す
。
そ
し
て
、
二
年
く
ら
い
か
け
て
教
職

員
対
象
の
指
導
書
を
作
成
し
ま
す
。教
科
・

活
動
ご
と
に
分
冊
と
な
り
ま
す
の
で
、
全

体
で
は
十
数
冊
と
な
り
ま
す
。

　

年
に
一
回
、
県
下
各
地
で
開
催
さ
れ
る

教
育
課
程
研
究
会
を
は
じ
め
と
す
る
研
究

会
で
、
一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
の
理
解
が

深
め
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
）
は
、

県
と
学
校
の
間
に
た
っ
て
学
校
教
育
を
支

援
し
て
い
き
ま
す
。
指
導
書
が
で
き
れ
ば

　

国
は
、
教
育
の
法
令
を
定
め
て
基
本
的

な
枠
組
み
を
作
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
学

校
の
設
置
に
関
す
る
こ
と
や
児
童
生
徒
を

指
導
す
る
教
科
等
の
内
容
の
全
国
的
な
基

準
な
ど
を
定
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。　

　

県
は
、
国
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
国
と
連

絡
を
と
り
な
が
ら
県
下
す
べ
て
の
学
校

（
約
六
百
校
）
に
周
知
徹
底
を
は
か
っ
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
教
員
免
許
状
を
交
付

し
た
り
、採
用
、任
命
、給
与
の
負
担
（
国

が
二
分
の
一
負
担
）
等
の
分
担
を
し
て
い

ま
す
。

　

市
（
町
村
）
は
、
国
の
補
助
を
得
て
学

校
を
建
設
、
改
築
し
た
り
、
子
ど
も
が
安

全
で
学
習
し
や
す
い
よ
う
に
環
境
の
整
備

に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校
の
備
品
、

図
書
の
充
実
、
教
育
事
業
の
支
援
、
学
校

給
食
の
充
実
な
ど
に
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。

　

学
校
は
、
県
と
市
と
連
絡
を
と
り
な
が

ら
、
教
育
計
画
を
立
て
、
職
員
組
織
を
つ

く
り
、
校
務
を
分
掌
し
、
全
職
員
共
通
の

意
識
で
児
童
生
徒
を
う
け
い
れ
ま
す
。
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子どもが育っていく環境の一つ「学校」を考える
義務教育を支えていく仕組みと営みから

　〈
学
習
指
導
面
で
は
〉

国
と
県
と
市
と
学
校
の

役
割
分
担
内
容
の
中
か
ら

　〈
ハ
ー
ド
面
で
は
〉

　昨年度は、生まれてから１８歳くらいになるまでの成長過程について考えてきました。
　子どもは、家庭、学校、地域社会、自然など様々な環境の中で成長していきます。今年は、子
どもの人間形成をはかる重要なはたらきをしている「学校環境」に視点をあて考えてみます。
　４・５月号では、義務教育の学校を支えていく仕組みと営みについてとりあげてみます。

一
括
購
入
し

て
各
学
校
に

配
備
し
、
利

用
を
は
か
っ

て
い
き
ま
す

し
、
説
明
会

や
研
究
会
に

も
必
要
な
支

援
に
あ
た
っ

て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
習

指
導
要
領
の

改
訂
に
と
も
な
っ
て
必
要
と
な
る
備
品
、
教

材
等
の
整
備
に
つ
と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

学
校
で
は
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
内

容
を
う
け
と
め
、
子
ど
も
の
学
習
活
動
を

と
お
し
て
人
間
形
成
を
は
か
っ
て
い
く
道

筋
を
考
え
て
、
学
校
の
教
育
計
画
を
立
案

し
て
い
き
ま
す
。

　

学
習
指
導
要
領
の
内
容
は
、
全
国
共
通

の
基
準
と
し
て
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
そ
れ
を
自
分
の
学
校
の
子
ど
も
に

あ
っ
た
学
習
の
道
筋
、
め
ざ
す
人
間
形
成

へ
の
教
育
計
画
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
全
校
一
人
ひ

と
り
の
子
ど
も
、
家
庭
、
地
域
の
理
解
の

う
え
に
た
っ
て
の
、
学
校
教
職
員
の
力
の

結
集
、
学
校
長
の
教
育
観
と
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
校
教
育
は
、
国
・
県
・

市
町
村
・
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
分
担
と

連
携
の
う
え
に
な
り
た
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
重
み
を
感
じ
て
き
ま
す
。

（
五
月
号
に
つ
づ
く
）

　

高
野
辰
之
博
士
の
功
績
を
た
た

え
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
、
音
楽

に
親
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
第

四
回
高
野
辰
之
記
念
祭
を
開
催
し

ま
す
。

　

明
治
九
年
四
月
十
三
日
に
生
ま

れ
た
博
士
は
、学
問
の
道
を
志
し
、

近
代
の
国
文
学
に
大
き
な
功
績
を

残
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
者
で
あ
り
、「
故

郷（
ふ
る
さ
と
）」「
春
の
小
川
」「
朧

月
夜
（
お
ぼ
ろ
づ
き
よ
）」
な
ど
、

日
本
の
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
を
歌

う
文
部
省
唱
歌
の
作
詞
者
と
し
て

も
名
を
残
し
た
人
で
す
。

　

記
念
祭
で
は
、
博
士
の
作
詞
に

よ
る
唱
歌
を
来
館
さ
れ
た
皆
さ
ん

と
一
緒
に
歌
う
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り

ま
す
。

　

高
野
辰
之
記
念
館
へ
ご
来
館
い

た
だ
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
ん

で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

高
野
辰
之
記
念
祭

　

多
く
の
皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

四
月
二
十
九
日
（
火
・
祝
）

時
間　

午
後
一
時
三
十
分
～
二
時

三
十
分

会
場　

高
野
辰
之
記
念
館

入
館
料　

記
念
祭
開
催
時
は
無
料

コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者

音
の
花
束
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

フ
ル
ー
ト　
　
　
齊
藤
佐
智
江
さ
ん

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン　

飯
島
多
恵
さ
ん

ピ
ア
ノ　
　
　
　

猿
渡
紀
子
さ
ん

問
い
合
わ
せ
先　

高
野
辰
之
記
念

館
（
☎
�
３
０
７
０
）

４29

▲前回のコンサートの様子

高野辰之先生

春の全国交通安全運動

【運動の重点】
子どもと高齢者の交通事故防止を基本として
◆飲酒運転の根絶
◆自転車の安全利用の推進
◆全ての座席のシートベルトとチャイルド　
　シートの正しい着用の徹底
◆生活道路における交通事故の防止

４月６日㈰～１５日㈫

信濃路は
ルールとマナーの
走るみち。

　

近
年
、
中
野
市
で
も
農
業
の
担

い
手
の
減
少
等
に
よ
り
、
不
耕
作

と
な
る
農
地
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

遊
休
農
地
の
増
加
は
、
雑
草
の
繁

茂
に
よ
る
病
虫
害
の
発
生
、
一
体

的
な
農
地
利
用
の
分
断
に
よ
る
作

業
効
率
の
低
下
等
、
周
囲
の
営
農

環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で

な
く
、
美
し
い
農
村
景
観
を
損
な

う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

遊
休
農
地
の
有
効
活
用
す
る
ア
イ

デ
ィ
ア
を
皆
さ
ん
か
ら
募
集
し
今

後
の
遊
休
農
地
の
解
消
に
役
立
て

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

募
集
内
容　

次
に
掲
げ
る
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
ア
イ
デ
ィ
ア

①
な
る
べ
く
手
間
が
か
か
ら
ず
、

少
し
で
も
収
入
が
得
ら
れ
る
農

産
物
に
関
す
る
も
の

②
手
間
が
か
か
っ
て
も
高
収
入
に

結
び
つ
く
も
の

応
募
条
件　

右
記
の
ア
イ
デ
ィ
ア

を
、
市
内
の
農
地
（
十
㌃
前
後
）

で
実
践
し
、
栽
培
方
法
や
収
支
等

に
つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
栽
培
に
か
か
る
経
費
は
す
べ
て

自
己
負
担
と
な
り
ま
す

応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
に
つ
い
て
は
、
市
の

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

応
募
期
限　

四
月
三
十
日
㈬

賞
品
等

①
大
賞
一
点
（
副
賞　

市
内
で
使

え
る
商
品
券
十
万
円
相
当
）

②
準
大
賞
一
点
（
副
賞　

市
内
で

使
え
る
商
品
券
五
万
円
相
当
）

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先

市
役
所
農
政
課
農
政
振
興
係

☎
�
２
１
１
１
（
内
線
２
５
３
）

Ｅ
メ
ー
ル

nosei@
city.nakano.nagano.jp

～
遊
休
農
地
の
活
用
に
関
す
る

　
　
　
　
ア
イ
デ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
～

　春の全国交通安全運動が、４月６日から15日
まで行われます。
　新入学児童・生徒や新社会人を迎えた交通環
境の中、市民みんなで交通ルールの遵守と正し
い交通マナーの実践を習慣づけ、交通事故の防
止につとめましょう。
　運動期間中は、警察、交通安全協会、市で、
街頭での交通指導を実施し、市民の皆さんに交
通安全を呼びかけますが、交通安全の主役はあ
くまでも自分自身であることを認識し、一人ひ
とりの心掛けで交通事故をなくしましょう。

遊
休
荒
廃
農
地
復
活
大
賞

菜
の
花
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト

菜
の
花
ま
つ
り
コ
ン
サ
ー
ト



バイオマス固形燃料燃焼実験

▲循環型社会や地球温暖化の防止を目指して実験中

　昭和53年から中野市の健康づくりにご協力いただいて
いる、日野原重明さんの「健康講演会」を、３月20日、
市民会館ホールにおいて開催しました。
　当日は「新しい健康の考え方と生き方の作戦」と題し、
「健康を維持するためにはどうしたら良いか、日常生活
では笑顔が大切」など、健康づくりに対するユーモアを
交えたお話しに、満員の会場からは、たくさんの笑いが
起こりました。

健康講演会

▲健康づくりへの関心をさらに高める良い機会となりました

NAKANO
 スナップ

街の話題やイベントを紹介します

平成20年４月号21 平成20年４月号 20

シンポジウム「柳沢遺跡を考える」

▲会場に入りきれないほど大勢の皆さんがお見えになりました
　３月15日、千曲市の県立歴史館において、県埋蔵文化
財センターなどの主催による、特別考古学講座　シンポ
ジウム「柳沢遺跡を考える」が開催されました。
　当日は、基調報告、基調講演のほか「柳沢遺跡を語
る」と題したパネルディスカッションがあり、受講され
た皆さんは熱心に耳を傾けていました。なお、同歴史館
では５月11日まで「長野県の遺跡発掘2008」展が開催さ
れ、柳沢遺跡で出土した銅戈・銅鐸が公開されています。

　市役所玄関ロビーでのバイオマス固定燃料の展示会に
併せて、３月11日と18日、市役所玄関前において、キノ
コの使用済み培地を利用したバイオマス固形燃料の燃焼
デモンストレーションを行いました。
　バイオマスとは、家畜排せつ物や生ゴミ、木くずなど
の動植物から生まれた再生可能な有機性資源のことで、
現在、ＪＡ中野市が重油の代替燃料として農業分野での
実用化を目指し実験を重ねています。

小・中学校卒業式

▼卒業生の皆さんに卒業証書が授与されました
　３月18日に市内の各小学校において、19日には各中学
校において卒業式が行われました。
　この春の卒業生は、小学生が471人、中学生が495人で
した。
　卒業証書を受け取った卒業生たちは、運動会や文化祭
など数えきれないたくさんの思い出とともに、お世話に
なった先生や在校生に見送られながら、学舎（まなび
や）を後にしました。　　　　　（写真：豊井小学校）

小沼の餅かえ
▼市内外から多くの人たちが訪れ、大変賑やかに行われました

　３月８日の早朝、市の無形民俗文化財に指定されてい
る「小沼の餅かえ行事」が行われました。
　当日は、ほら貝の音を合図に庚申塔の前に集まった皆
さんが、もちにあんこやきな粉をつけてわらで包んだ
「ワラツト」を、お互いの無病息災や家内安全、五穀豊
穣などを祈って交換しあいました。
　また、この日のために作られた「ワラ馬」は、火事か
ら家を守ると伝えられています。

信濃グランセローズ激励会

▼市民の皆さん約400名が参加し激励しました
　３月20日、信濃グランセローズ激励会実行委員会の主
催による、市民交流イベント「信濃グランセローズ激励
会」が市内で開催され、当日は、晋平少年少女合唱団が
球団の応援歌「輝け！信濃の空に」を披露したほか、実
行委員長をはじめ来賓の皆さんからの激励のことばに続
き、球団関係者およびコーチ、選手の皆さんが、今シー
ズンの決意を述べました。また、３月15日から21日まで、
市営野球場において、第一次北信キャンプが行われました。

　このコーナーでは、皆さんからの投稿を受け付けてい
ますので、地域の身近な話題をお寄せください。
　なお、掲載された方には、粗品を進呈いたしますので、
どしどしお寄せください。
あて先　〒３８３－８６１４
　　　　中野市三好町一丁目３番19号
　　　　市役所庶務課秘書広報係
　　　　Ｅメール：koho@city.nakano.nagano.jp

中野新配水池しゅん工式

▼今まであった二つの配水池より貯水量を拡大し、さらなる安定供給が行われます
　３月25日、昨年６月から建設工事を進めてきた「中野
新配水池」が完成し関係者が出席する中、しゅん工式が
行われました。
　この中野新配水池は、総事業費が約１億9,000万円、
構造はＰＣ造の１池で貯水量が1,520㎥、震度６程度の
地震にも耐えうる構造となっていて、中野配水池にある
４基のうち、老朽化が進んでいた第１と第２配水池を取
り壊し築造したものです。　

注）今月の表紙の説明は、10～11ページをご覧ください



■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

　
月
の
兎
ボ
ー
ル
ペ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
５
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　　　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
き
添
え
て
、
次
の
宛
先
ま
で

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

４
月
16
日
㈬
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を

　
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

　
ま
す
。

平成20年４月号23 平成20年４月号 22

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
の
認
定
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ
ん
の

取
り
組
み
内
容
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
作
り
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
芦
沢
孝
幸
さ
ん
に
お

話
し
を
お
聞
き
し
ま
す
。

○
何
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
百
五
十
㌃
、
パ
プ
リ

カ
二
㌃
、
エ
ノ
キ
六
万
本
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
た 

　

作
物
は
？

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
（
平
成
十
六
年
認

定
）、
ピ
ー
マ
ン
「
パ
プ
リ
カ
」（
同

十
八
年
認
定
）
で
す
。

○
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
を
目
指
し
た
き
っ

　

か
け
は
？

　

同
じ
商
品
で
あ
っ
て
も
、
安
心
、
安

全
な
ど
付
加
価
値
の
高
い
も
の
を
作
る

こ
と
で
、
購
入
し
て
も
ら
え
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の

取
得
を
考
え
ま
し
た
。

○
ど
ん
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

有
機
質
肥
料
の
使
用
や
、
エ
ノ
キ
栽

培
で
出
た
全
て
の
使
用
済
み
培
地
を
た

い
肥
化
し
て
、
肥
料
と
し
て
使
用
す
る

循
環
型
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
工
夫
や
苦
労
、
こ
だ
わ
り
は
？

　

毎
年
秋
に
は
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
茎
葉

の
刈
り
取
り
を
行
い
ま
す
が
、
三
年
前

か
ら
は
、
茎
葉
の
刈
り
取
り
後
に
野
焼

き
を
行
わ
ず
、
ハ
ン
マ
ー
で
叩
い
て
粉

砕
し
た
あ
と
、
耕
し
て
土
と
混
ぜ
て
畑

に
戻
し
て
い
ま
す
。

○
こ
れ
か
ら
の
目
標
・
課
題
は
？

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
・
パ
プ
リ
カ
と
も
栽

培
規
模
を
拡
大
す
る
の
で
、
栽
培
方
法

の
効
率
化
、
機
械
化
を
考
え
て
い
ま
す
。

○
今
後
の
市
政
に
望
む
こ
と
は
？

　

食
育
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た

め
の
、
子
ど
も
と
大
人
が
参
加
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

○
最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

　

今
月
は
、
中
野
市
産
の
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
が
旬
で
す
。
市
内
ス
ー
パ
ー
で
販
売

さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

食
の
安
全
へ
の
感
心
が
高
ま
っ
て
い
る
中
で
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
は
こ
れ
か
ら
の
流
れ
に
な
る
の
で
は

芦沢　孝幸　さん
あしざわ　たかゆき　（西条）

○エコファーマーとは？
　持続性の高い農業生産方式（土づくり・減化学
肥料・減化学農薬の３つの技術を一体的）に取り
組み、県から認定を受けられた農業者の皆さんの
愛称です。
○エコファーマーになるためには？
　県の指針に基づき、「持続性の高い農業生産方
式の導入に関する計画」を作成し、長野県知事に
申請します。なお、計画書では、県の指針にある
品目ごとに「持続性の高い農業生産方式」を導入
する計画を立て、土壌診断結果を添付する必要が
あります。

おらっちエコファーマー
シリーズ

～ええ農～
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環境にやさしい農業はじめてみませんか

問い合わせ先　市役所農政課農政振興係
　　　　　　　☎ (22)2111　内線 253

Ｎｏ . ７

①自己紹介
　10年前、結婚を機に栃木県から来ました。
自然豊かで、子育てをするには恵まれた環
境の中、４人の子どもたちと楽しく過ごし
ています。
②今後チャレンジしたいこと
　体を鍛えるため、エアロビクスをやって
みたいと考えています。
③これからのまちづくりに望むこと
　家から歩いていけるところに公園があっ
たらいいと思います。
　また、子どもたちのための安全な通学路
の整備を望みます。

小林　秋子 さん

務台修司さんから紹介された

（主婦・新保）

市民リレーインタビュー

キャッチボール

夢 No.36

　　

中野小学校　６年
町田 優太郎くん
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No. ７

寿司屋さんになりたい

　※三色アスパラ…緑色、紫色、白色のアスパラをまとめて指す。
　　　　　　　　　それぞれ味に違いがある。
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エコファーマー

認定マーク

地域を知ろう！

中野めぐり No.㊱

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

周
辺
施
設
マ
ッ
プ

　東吉田は神社・仏閣がない分、他の事業
が盛んです。１月中旬にはどんど焼き、５
月には組対抗ソフトボール大会、10月中
旬にはハイキングなど、多くの催しがあり
ます。中でも、毎年８月15日の「盆踊り
大会」は、子どもから大人まで300人以上
が参加する盛大な行事となっています。

○▲景観形成住民協定が
締結されている都市計
画街路・相生町線沿い。

○▲高位牧(たかいまき)
神社。春祭りや秋祭り
が催される場所。

○▲知恵のだんご投げ。このだん
ごを食べると、「頭が良くなる」
「健康になる」と伝えられている。

東
ひがしよしだ

吉田区
永田地区

豊
津
地
区

上今井
　地区

長丘地区

高丘
地区

延徳
地区

科野
地区

  倭地区

平岡
地区

平野
地区

　４月下旬には春祭り、５月には球技（グ
ラウンド・ゴルフ）大会、６月には浜津ヶ
池公園でのソバ打ち、９月下旬には秋祭り、
11月には敬老会の開催など、多くの行事が
あります。中でも、３月中旬に行っている
「知恵のだんご投げ」は古くから伝わる行
事で、今も大切に引き継がれています。

日野
地区

中野
地区

○▲ 東吉田夢太鼓。子どもたちが
夢を持ち、育て、実現してほし
いという願いが込められている。

南
みなみまながせ

間長瀬区
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　農作物の被害防止を図るため、市
猟友会のご協力により害鳥獣駆除

（ニホンザル、イノシシ）を実施し
ます。

実 施 日 ９日㈬、23 日㈬

対象区域
栗和田から桜沢にかけた
山際

駆除時間 13：30 から概ね２時間

※駆除実施中は、銃器を使用するた
　め大変危険ですので、駆除時間に
　は対象区域に近づかないようご協
　力をお願いします。
問　農作物害鳥獣駆除推進協議会事
務局（農政課内・内線２５１、有線２０６４４）

　生活習慣病の早期発見及び早期治
療による健康保持増進を図るため、
指定医療機関で人間ドックを受ける
ときの健診費用の一部を助成してい
ます。
▼対象者

（1）35 歳～ 74 歳の国民健康保険被
保険者（ただし、脳及びがん検査は
40 歳以上）〔このうち、40 歳～ 74
歳の方は、特定健診として受診して
いただくこととなります〕

（2）75 歳以上の後期高齢者医療制
度被保険者（65 歳～ 74 歳で一定の
障害のある方を含む）
▼助成額
　健診費用の２分の１以内
　　（年度内１回限り）
▼申込・受診方法

（1）希望する医療機関へ電話などで
健診内容や費用についてお問い合わ
せのうえ、予約申込をしてください。

（2）医療機関の案内により手続きを
し、受診してください。なお、事前
に、「受診助成申請書」を記載して
いただきます。
▼助成方法
　助成額は市が直接医療機関へ支払
いますので、健診費用から助成額を
差し引いた金額を医療機関の窓口で
お支払いください。

人間ドック
助成事業について

害獣巡回駆除
《４月の実施日程》

　合併処理浄化槽を設置する場合、
一定の要件により補助金を交付して
います。公共下水道事業区域や農業
集落排水事業地区の区域以外の一般
住宅が補助対象となり、規模によっ
て補助金額が異なります。
５　人　槽 ･･･ 352,000円
６～７人槽 ･･･ 441,000円
８人槽以上 ･･･ 588,000円
※来年度までは上記の金額に加えて、 
　10 万円の補助制度があります。
問　環境課衛生係（内線245）

浄化槽補助金

有料広告欄

なかの ｢おすみちゃん｣ 販売

４月の販売日
９日㈬、16日㈬、20日㈰、30日㈬
５月の販売日
７日㈬、14日㈬、18日㈰、28日㈬
販売場所　中野浄化管理センター
販売時間　9：00～12：00
※バラ売り(袋無)：要予約(10日前)
問　上下水道課下水道係 ( 内線 283)

次回申込期限　４月 30 日㈬  17：30
広報なかの掲載号　６月５日㈭ 発行の６月号～
ホームページ掲載日　６月１日㈰～
※詳細は、庶務課秘書広報係（内線212または400）へ。
市公式ホームページ
http://www.city.nakano.nagano.jp/kokoku/index.htm
にも掲載しておりますのでご覧ください。

～ 暮らしに役立つ広告を お待ちしています ～

「市公式ホームページ」「広報なかの」
広 告 募 集 中 ！

手づくりコンサートへ補助金を交付します

　５月１日㈭から、国税に関するご
相談のうち内容が複雑で事実関係を
確認する必要があるご相談等につい
ては、事前に税務署に電話予約をい
ただいたうえでの面接相談となります。
問　信濃中野税務署
　　☎（22）３１５１

信濃中野税務署からの
お知らせ

　市では、市民グループが企画 ･ 運営するコンサートに、
招いた演奏家の謝礼と旅費について、「中野市ときめき
手づくりコンサート補助金」を交付します。
補助金交付の対象となるコンサート
　市内に在住する市民３名以上（代表者含む）つくるグ
ループが、30 人以上が参加できる市内の施設で企画 ･
運営するコンサート。
　ただし、次の場合は対象外となります。
・学校等の授業時間に開催するもの

・他の行事に併せて開催するもの
・主催およびその関係者が出演するもの
対象期間　平成20年４月1日～平成21年3月31日
補助金の対象　演奏家への謝礼と旅費
交付額　１グループ 50,000 円以内
申請等　補助金交付申請方法など
詳細については、直接お問い合わせ
ください。
問　文化振興課文化振興係 ( 内線 394)

　市及び晋平 ･ 辰之メモリアル企画推進委員会では、「宝くじまちの音楽
会 南こうせつ with ウー ･ ファン 心のうたコンサート」を開催します。
市民会館のステージで、プロのミュージシャンと一緒に歌ってみませんか。
開催期日・会場　７月 10 日㈭・市民会館ホール
募集対象　市内在住・在勤の 18 歳以上の方で、５月から行う練習の全日
程及び当日練習に参加できる方。合唱の経験年数は問いません。
募集定員　先着 80 人
合唱曲　満天の星（作詞／岡本おさみ  作曲／南こうせつ）
　　　　故郷（作詞／高野辰之  作曲／岡野貞一）
練習日程　５月 26 日㈪、６月９日㈪、23 日㈪、７月７日㈪
練習時間　20：00 ～ 21：30
練習場所　勤労青少年ホーム集会室
当日集合時間・場所　15：00・市民会館ホール
申込方法　電話、FAX、メールで、申込者氏名、
住所、連絡先をご連絡ください。
定員になり次第締め切りさせていただきます。
募集期間　４月 14 日㈪～５月８日㈭　※必着

【注意事項】合唱共演に参加される方は、コンサートの鑑賞は
できません。あらかじめご了承ください。
問　文化振興課文化振興係 ( 内線 394)

「宝くじまちの音楽会」合唱共演者募集

南こうせつさん

■ 平成 20 年度緑化運動
　緑化の推進と森林資源の造成を図
るため、５月31日㈯までの期間を
「緑化推進特別強調月間」として緑
化運動が展開され、その一環として
「緑の募金運動」が実施されます。

■ 緑化苗木頒布会
　緑豊かな住みよい郷土の建設、森
林愛護思想の普及啓発を図るため、
緑化苗木頒布会を実施します。
　今回は、市の木「もみじ」の制定
を記念して、例年よりも多い、イロ
ハモミジ（50 本）、ウリハダカエデ

（40 本）の配布を行い
ますので、
是非ご参加
ください。

期日　４月 22 日㈫
時間　10：00 ～　終了まで

（整理券は 9：15 から配布します）
会場　一本木公園（雨天時も同会場）
苗木の種類　イロハモミジ、ウリハ
ダカエデ、キリシマツツジ、ハナミ
ズキ、レッドロビンのほか、アンズ、
カリンの果樹など
無償頒布本数　943 本
問　農政課耕地林務係（内線 251）
　　豊田支所地域振興課振興係

平成 20 年度緑化運動
緑化苗木頒布会

　県では、女性、子ども、高齢者、
障害者、外国籍県民や同和問題など
の様々な人権課題について、人権尊
重意識を広めるため、住民の皆様が
主体的に取り組む事業プログラムを
募集しています。
応募期限　5 月 16 日㈮
交付対象　住民だれもが参加でき、
参加者が積極的に参加・体験できる
もの又は人権課題に係る当事者との
創意工夫のある交流を実施する事業
プログラム
補助金額　３分の２以内
　　　　　　( 上限 50 万円 )
応募方法　応募書に必要事項を記入
し、県庁企画部人権・男女共同参画
課へ提出してください。
※交付対象や採択基準、応募方法な
　ど詳しくは下記にお問い合わせく
　ださい。
問　県企画部人権・男女共同参画課
　　☎０２６（235）７１０６
E-mail：jinken-danjo@pref.nagano.jp

「みんなで進める人権尊重
プログラム支援事業」募集

▼指定医療機関
　３月に全戸配布しました「平成
20 年度版 健康カレンダー」の 12
ページをご覧ください。
▼お問い合わせ先
健康長寿課 健康管理係（内線 242）
福祉課 国保医療係（内線 296）

～南こうせつさん、ウー・ファンさんと一緒にステージで歌ってみませんか～
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年金の還付金を装った
不審な電話に
ご注意ください
　最近、市役所や社会保険事務所な
どの職員を装い、「年金の還付金が
あるので、免許証の内容や携帯電話
の番号を教えてほしい」と電話をか
け、個人情報を聞き出そうとする行
為が多発しています。
　市役所や社会保険事務所では、こ
のような請求手続きの依頼を行って
おりません。また、電話で個人情報
を聞き出すこともありません。
　不審に思われる電話や訪問などに
よる照会があった場合は、その場で
対応せずに相手の所属と氏名、連絡
先を確認していただき、
長野北社会保険事務所
☎０２６－２４４－４１００まで　
お問い合わせください。

「旧中野平中学校」跡地
売 却 の 公 募 申 込 状 況
　市では、財源の確保などを目的に、

「旧中野平中学校」跡地を公募提案
型方式により売却手続きを進めて参
りましたが、今回、購入希望の参加
申し込みがありませんでした。
　今後、市では、再度「旧中野平中
学校」跡地の処分要件および方法等
を検討し、処分していく予定です。
問　財政課管財係（内線 222）

飯山赤十字病院の医師
確保の現況について
　４月から次のとおり常勤医師が増
えます。
■泌尿器科　１名
　　（現在は非常勤医師１名）
　⇒今までは、週２回の非常勤医師
　　による診療のため、入院治療を
　　要する患者様には他の病院を紹
　　介していましたが、入院診療が
　　可能となります。
■産婦人科　１名
　　（現在は常勤医師１名）
　⇒里帰り出産を制限せずに安心し
　　て郷土で出産できる体制が整い
　　ます。
※詳しくは、お問い合わせください。
問　飯山赤十字病院
　　☎０２６９（62）４１９５

音声告知放送 お申込みはお済みですか？
災害等緊急情報、くらし・学校・仲間などの情報が満載！

詳しくは、お問い合わせください。問　政策情報課情報係（内線 217）

　音声告知放送の加入申込みを受け付けています。
　まだ、お申し込みいただいていないご家庭では、お早めにお申し込みを
お願いします。

　　音声告知放送Ｑ＆Ａ
　音声告知放送の加入については、多くのお申込みを
いただいております。
　あわせてご質問もいただいています中から主な
ご質問を掲載いたします。

質問１
豊田情報センター又はテレビ北信ケーブルビジョンに加
入していれば工事の必要はなく、費用負担もいらないの
ですか。

回答１
端末機を現在のテレビ付近へ設置する場合であれば費用
負担はありません。ただし、現在のテレビ位置から離して、
玄関などに設置する場合は配線費用の実費がかかります。

質問２ 電源は必要あるのですか。

回答２

はい、一般家庭用の電源が必要になります。端末機を設
置したい場所付近に、電源がない場合には、延長コード
または電源取付工事が別途必要になります。
　なお、電源取付工事等の費用は各ご家庭の実費負担と
なります。

質問３ 自宅以外に、店舗にも設置したいのですが。

回答３

今回の端末機無償貸与、引込線工事を市が負担する対象
は、一般のご家庭としています。店舗、会社や工場など
の事業所に設置したい場合は、引込線工事、建物内配線
工事、端末機ともに実費負担となります。（自宅と店舗等
が近くにある場合は、子機で対応することも可能です。）

果樹栽培アシスタント講習受講生募集 春の行政相談週間・巡回行政相談所開設

　株券電子化により、上場会社の株
券は無効となり、株主の権利は証券
会社などの金融機関の口座で電子的
に管理され、株式の管理や取引がよ
り効率的に、より安全に行えるよう
になります。
　お手元の株券が本人名義になって
いない場合は、電子化により株主と

2009 年１月
上場会社の株券が電子化

■ 春の行政相談週間
　５月19日㈪から25日㈰までの一週間は「春の行政相
談週間」です。
　行政相談は、国や県、市などが行っている仕事につい
ての苦情や意見・要望などを皆さんからお聴きして、そ
の解決や実現を目指す制度で、総務大臣から委嘱を受け
た行政相談委員が相談に応じるものです。
■ 巡回行政相談所開設
　市では、期間中に次の日程で巡回相談所を開設いたし

ます。相談は無料で秘密は堅く守られますので、この機
会にお気軽にご相談ください。

【中野地域】
日時　５月 19 日㈪　13：00 ～ 16：00
会場　西部公民館

【豊田地域】
日時　５月 19 日㈪　９：00 ～ 11：30
会場　永田窓口サービスステーション
問　庶務課庶務文書係（内線 211）

　雇用・就業を希望される団塊の世代を中心とした方々
が、果樹栽培の基礎的な知識と技能を習得し、より有利
な条件で再就職できることを目的に技能講習会と合同面
接会（就職相談会）を開催します。
対象者　① 57 歳から 68 歳までで、働く意欲のある方
②脚立作業の可能な方③実技会場まで車で通える方
定員　30 名　　申込期限　４月 24 日㈭　
講習日程　右表のとおり　　受講料　無料
※詳しくは、直接お問い合わせください。

開催日 講習内容 会場
５月 15 日㈭ 開講・果樹の栽培管理 ＪＡ中野市営農センター
５月 16 日㈮ ぶどう・りんごの栽培管理

市内園地
５月 19 日㈪ 梨・桃の栽培管理
５月 20 日㈫

ぶどう・りんごの栽培管理
５月 21 日㈬
５月 22 日㈭ 梨・桃の栽培管理
５月 23 日㈮ 合同面接会 アップルシティーなかの
９月 10 日㈬

りんごの葉摘 市内園地
９月 11 日㈭
９月 12 日㈮ りんごの葉摘・閉講式 市内園地・ＪＡ中野市営農センター

問　㈳中野広域シルバー人材センター ☎ (23) ０４６８

しての権利を失うおそれがあります
ので、注意が必要です。ご自宅のタ
ンスや貸金庫で長期間保管されてい
る株券の中には、名義書換や転居の
際の住所変更などが済んでいないも
のもあると考えられますので、この
機会にご確認されることをお勧めし
ます。
問　日本証券業協会証券決済制度改革
推進センター☎０３(3667) ４５００
　　　　　（平日 9：00 ～ 17：00）

　警察は、松本サリン事件・地下鉄サリン事件以降、これまでにオウム真理教の松本智津夫
を始めとする教団幹部及び信者合わせて 500 人以上をテロ事件等で検挙しました。
　しかし、警察庁指定特別手配被疑者の平田信、高橋克也、菊地直子は依然として逃走中です。
警察としては、これら３人を検挙するため、全国警察を挙げた捜査を行っています。

平田　信（43 歳）
　〈逮捕監禁致死、爆発物取締罰則違反〉
特徴　身長 183㎝位、ひげ濃い、歯並び悪い、
　　　左首筋ﾎｸﾛ (5㎜位）

高橋　克也（49 歳）
　〈殺人・同未遂、逮捕監禁致死〉
特徴　身長 173㎝位、中肉、眉毛濃い

菊地　直子（36 歳）
  〈殺人・同未遂〉
特徴　身長 159㎝位、右こめかみほくろ (4㎜位 )

　特別手配被疑者を検挙するには、皆様のご理解とご協力が是非とも必要です。「警察署、交
番などに貼られている手配ポスターに似ている人を見掛けた」「何となくおかしい人が居る」
など、どのようなわずかな情報でも知っていることの全てを警察に通報して頂くようお願い
致します。
問　中野警察署　☎（26）０１１０

電柱にカラスの巣を
見かけたら
　電柱や鉄塔の上に、カラスの巣作
りのために運んできた木の枝や針金
類があると、電線に接触してショー
トした場合、停電の原因となってし
まいします。
　電柱にカラスの巣を見かけました
ら、中部電力飯山営業所へご連絡を
お願いします。
問　中部電力飯山営業所
　　☎０２６９（62）２０４５

手配１３年 ･･･ このままでは終わらせない
～オウム真理教関係特別手配被疑者の早期発見・検挙に御協力を～

【音声告知端末機】

幅：15.5cm

高：21.0cm

奥行：6.1cm



市役所☎２２－2111　豊田支所☎38－3111くらしの情報

★肘掛け座椅子★スキーセット★テニスラケット★
五月人形★プリンター・スキャナー★タイヤチェー
ン★破魔矢★水槽 ( 飼育セット付 ) ★鏡台★布団★天ぷら鍋
★味噌桶★人形ケース★マッサージチェアー★電気
ストーブ★ぶどう収穫箱★本箱★スノースクート★オ
ルガン★グローブ ( ソフトボール用 ) ★金属バット★ピアノ★テ
レビ★自転車★電動自転車

★車イス★ノートパソコン★子供服（双子の男の子用・１才の女の
子用）★車用スピーカー(屋根設置)★幼児用自転車★溶接
機★戦隊モノ玩具★こたつ布団★アマチュア無線機
★８ミリビデオカメラ★カーオーディオ★ＤＶＤプ
レーヤー★カラーボックス★バドミントンラケット
★スキーセット(子供用)★ピアノ★タオル★高齢者用
おむつ★冷蔵庫★電子レンジ★ガスコンロ★洗濯機
★ビデオデッキ

申し込み・問い合わせ先
市民課生活交通安全係（内線238）

平成20年４月号29 平成20年４月号 28

心配ごと相談
日時　毎週月～金曜日　13：30 ～ 16：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

福祉相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

ボランティア相談
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

法律相談（予約制）
日時　毎月第１・３月曜日　13：30 ～ 15：30
会場　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

結婚相談
日時　毎月第１・３日曜日　14：00 ～ 16：00
会場　中野人権センター
問　　福祉ふれあいセンター（☎ 26-3111）

行政相談
期日　４月10日㈭、５月12日㈪、６月10日㈫
会場・時間
　　　中野会場：市民会館44号　13：00～16：00
　　　豊田会場：豊田支所相談室　９：00～11：30
問　　庶務課庶務文書係(内線211)

女性相談窓口（面接は予約制）
期日　毎週月・水・金曜日
時間　（電話）９：00 ～ 17：00
　　　（面接）９：00 ～ 13：00
会場　中野人権センター（☎ 23-4810）

交通事故巡回相談
日時　５月 15 日㈭　10：00 ～ 15：00
会場　北信地方事務所（☎ 23-0214）

身体障害者相談所
日時　毎月第１・３水曜日　14：00 ～ 16：00
会場　福祉会館（中野地域有線：21104）

職業相談
日時　毎週月～金曜日　８：30 ～ 17：00
会場　南宮庁舎職業相談室（☎ 23-4710）

相談
相談内容について秘密は厳守します。
お気軽にご相談ください。

各 種 相 談 日 程

子ども相談室
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
会場　市役所内　子ども相談室（内線 278）

保健師による子育て相談
日時　毎週月・水・金曜日　10：00 ～ 11：00
　　　（休所日を除く）
会場　りんごっこ（中央子育て支援センター）
　　　☎ 22-2259

子ども電話相談３１９１
日時　毎週月～金曜日　９：00 ～ 17：00
　　　☎ 23-3191

子ども
相談 子どもに関することなら何でも　

お気軽にご相談ください。
秘密は厳守します。

子どもに関する相談

歴史民俗資料館  ㊡月曜日 ☎ 22-2005

館収蔵民具展「くらしと文化」
５月25日㈰まで
日常生活や生業に関する民具を展示し、昔の生活の
様子を紹介します。

中野小学校旧校舎・
信州中野銅石版画ミュージアム  ㊡月曜日 ☎ 22-4801

常設展「日本美術院の作家たち」
4月19日㈯～5月28日㈬
収蔵している版画の中から、日本画の美術団体とし
て110年の歴史をもつ日本美術院に所属する作家の
作品を展示します。

中野陣屋・県庁記念館  ㊡火曜日 ☎ 23-2718

小林陶春一門展　（コミュニティホール）

４月10日㈭～23日㈬
麗しのアジア民俗工芸展　（常設室）

４月10日㈭～23日㈬
水彩画二人展　（コミュニティホール）

４月24日㈭～５月４日㈰

展示 展 示 案 内 年金
「ねんきんダイヤル」（平日 8:30 ～ 17:15）

☎０５７０－０５－１１６５

国民年金「学生納付特例制度」
があります！

 学生納付特例制度とは？ 
　学生納付特例制度は、所得の無い学生の方が、
将来または不慮の事故などで障害が残った場合に、
年金を受け取れなくなることを防ぐため、ご本人
の申請により保険料の納付が猶予される制度です。
 対象となる方 
　大学(大学院)、短大、高等学校、高等専門学校、
専修学校、各種学校（※１）に在学する学生で、
ご本人の前年所得が基準以下（※２）の方です。
※１ 各種学校→修業年限が１年以上の課程
※２ 判定基準→118万円＋扶養親族×38万円
 申請は毎年必要です 
　手続きには、年金手帳、学生証の写し（または
在学証明書）、印鑑が必要です。また、承認を受
けた期間は、10年以内であれば、あとから保険料
を納めること（追納）ができます。ただし、３年
度目以降は、一定の金額が加算されます。
問　市民課国民年金係（内線237）

◎「みどりの月間」が始まります
　「みどり」についての関心と理解を深めるため、
国では４月１５日からの１ヶ月間を「みどりの月
間」としました。この機会に、皆さんの身近なと
ころでも植物を育て、「みどり」を増やしましょう。
◎豊かな森林を育てるためには「間伐」が大切
　たくさん木が生えているからといって、豊かな
森林とは言えません。木と木の間が狭く混みあっ
ていると、十分な成長ができず立派な木材のとれ
る木に育ちません。木の成長に伴い、混みすぎた
木の間隔を広くするため一部の木を間引く必要が
あります。これを「間伐」といいます。この間伐
により、木に適度の日光があたり、風通しもよく
なり、根を十分に張ることができます。
　立派に育った木は森林の大切な役目を果たして
います。特に、地球温暖化の原因となる二酸化炭
素を吸収したり、雨水を蓄えて洪水を防ぐなど、
豊かな森林は私たちの生活に欠かせないものです。
　市では間伐材の有効活用を図るため、13 ページ
で紹介の全戸配布「中野市環境基本計画概要版」
と本編冊子に古紙と間伐材パルプを配合した印刷
用紙を使用し、間伐材の利用促進に努めています。

シリーズ 地球温暖化㉔

ゆずります

ゆずってください

ご利用ください。
(３月25日現在で掲載)

人口
と
世帯

人　口 46,257 人 ( － 37)
男 22,318 人 ( － 27)
女 23,939 人 ( － 10)

世　帯 14,942 戸 ( ± 0)
平成20年３月１日現在　(国勢調査を基に推計)

音声告知放送　加入申込受付中！　４月30日までの申し込みで引込工事費用無料。　お早めに！ ２月分可燃ごみ：728.51t（前年比－21.4％）ごみ減量にご協力を！

歴史民俗資料館、中野小学校旧校舎・信州中野
銅石版画ミュージアム、中野陣屋・県庁記念
館の展示案内です。是非、ご覧ください。

(平成20年２月29日～３月18日)
●高野辰之記念館の資料として
　書籍３冊
　＜小布施町・三田清友　様＞
●日本土人形資料館の資料充実のため
　穂畑土人形５体
　＜兵庫県丹波市・赤井君江　様＞
●高丘・長丘・平岡保育園の絵本充実のため
　絵本86冊
　＜中野ロータリークラブ　様＞
●新入学児童の祝品として
　(当ＪＡ管内分：中野～倭小学校)
　傘445本
　＜中野市農業協同組合　様＞
●卒業記念として
　テント
　＜延徳小学校平成19年度卒業生一同　様＞
●平岡小学校図書充実のため
　図書カード(340,000円)
　＜東京都葛飾区・細谷恒明　様＞

ご寄付　ありがとうございました



保健だより
◦中野市健康長寿課 ☎22-2111(内線242）
◦中野 市 子 育 て 課  ☎22-2111(内線356）
◦豊田支所地域振興課 ☎38-3111
◦休日診療所(中 野 保 健

センター内) ☎23-2255
◦休日当番薬局携帯電話
　☎090-4125-8402(ともに午前9時～午後５時　日・祝日のみ )

　とても元気な女の子で、お兄
ちゃんとゴーオンジャーごっこ
をするのが大好きです。
　やさしく思いやりのある子に
育ってほしいです。
（小林直彦・節子さん　西条）

　　　（３歳）

〒383-8614　長野県中野市三好町一丁目３番19号　☎0269-22-2111　FAX 0269-26-0349　◦Ｅメール　info@city.nakano.nagano.jp
◦広報なかの　平成20年４月３日発行　◦発行　中野市　◦編集　総務部庶務課　◦印刷　高錦堂印刷所　中野市役所

☆わが家のアイドル☆

予防接種 乳幼児健康診査

受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
持ち物／母子健康手帳、オムツ、
　　　　バスタオル

※都合の悪い場合は、翌月お出かけ
　ください。

検診名 検 診 日 対　　象
３か月
健　診

（Ｂ Ｃ Ｇ
予防接種）

４月15日㈫ 19年12月生まれ

７か月
健　診 ４月16日㈬ 19年８月生まれ

１　歳
６か月
健　診

４月18日㈮ 18年９月生まれ

２　歳
健　診 ４月14日㈪ 18年３月生まれ

３　歳
健　診 ４月17日㈭ 17年３月生まれ

持ち物／母子健康手帳、予診票
ＢＣＧ ( 接種年齢は３～６か月未満の乳児 )

期日／４月15日㈫
受付時間／午後０時45分～１時15分
会場／中野保健センター
対象／平成19年12月生まれ
※３か月健診時に行います。

麻しん・風しん混合（はしか・三日はしか）

対
象
・
接
種
方
法

第１期＝生後12～24か月未満
第２期＝５歳以上７歳未満の方
　　　　で、就学前の１年間(保
　　　　育園、幼稚園の年長児)
※第１期で麻しん・風しんの単独

ワクチン接種済みの幼児も、第
２期として麻しん・風しん混合
ワクチンを接種します。

第３期＝中学１年生に相当する者
第４期＝高校３年生に相当する者
　（第３期の対象の方は各中学校

で接種します）
　第３期・第４期の対象の方には

予診票を送付します。
※毎月実施していますので、接種

される前月に実施医療機関へ予
約してください。（無料）

育児教室
期日／５月１日㈭
時間／午前10時15分～11時30分
会場／中野保健センター
対象／４～６か月児
内容／赤ちゃん体操、離乳食の話、
　　　試食

平成20年４月号 30

　健康相談を下記のとおり行なって
います。保健師、栄養士、歯科衛生
士が相談にお応えします。お気軽に
ご相談ください。
内容／血圧測定、検尿、身体計測、
　　　栄養相談、歯科相談、介護相
　　　談、育児相談など
○中野保健センター　毎週水曜日
　午前10時～11時30分
　（8月13日は休みです）
○豊田保健センター　毎月第1木曜日
　午前10時～11時30分
※各会場とも祝日は休みです。

定期健康相談

三種混合 ( ジフテリア、百日せき、破傷風 )
受付時間／午後１時～１時40分
< 中野保健センター >
５月13日㈫…日野､延徳､平野
　　14日㈬…高丘､長丘､平岡､科野､倭､豊田
　　16日㈮…中野

対
象
・
接
種
方
法

Ⅰ期初回＝３か月～１歳の乳幼児　　
　　   　    (３～８週間隔で３回接種)
Ⅰ期追加＝１歳６か月～３歳の幼児
 　　　　 （初回３回目終了後12～18
　　　　　　か月の間に１回）
《７歳６か月未満まで接種可能》

小林　希
き

菜
な

ちゃん

【受付時間が変わります】 【受付時間が変わります】

※詳しくは、健康カレンダーをご覧
　ください。

心の健康相談
　次のことでお悩みの方に、精神神
経科医師が相談に応じます。( 無料 )
子供－こだわりが強い、登校拒否など
大人－イライラ、不眠、物忘れなど
期日／５月８日㈭
時間／午後２時～４時
会場／中野保健センター
※希望者は、５月２日㈮までに健康
　長寿課へお申し込みください。

　20歳・30歳・40歳・50歳・60歳お
よび70歳の方を対象に歯周疾患検診
を行います。（今年度から20歳・30
歳の方にも対象を拡大しました。）
　対象となる方には４月中旬に受診票
をお送りしますので、希望する市内歯
科医院へ予約し、受診してください。
期間／5月1日㈭～12月30日㈫
受診料／20歳・30歳・40歳・50歳・
　　　　60歳の方は500円、70歳の
　　　　方および生活保護受給世帯
　　　　の方で受付にて証明書を提
　　　　示された方は無料

歯周疾患検診

健康まつり
　健康まつりでは歩くことの効果、
正しい歩き方などについての講話、
ウォーキング、血圧測定を実施します。
　日程等につきましては、各地区と
もチラシ等でお知らせいたします。
＜科野地区健康まつり＞
期日／4月 19 日㈯
時間／午前 8 時～ 9 時 30 分
集合場所／科野小学校
 （谷厳寺までウォーキング 2.6㎞）



１　ちょうげんぼう

中野市勤労青少年ホームだより
 第 44 号

平成20年４月３日発行

中野市勤労青少年ホーム

〒３８３－００２５
中野市三好町１丁目４番27号
電話　(０２６９) ２２－２６９１㈹
有線　２０６７５㈹
印刷　高錦堂印刷所

  中野市勤労青少年ホームの紹介

働く青少年の皆さんが、余暇を利用してのサークル活動や各種教養講座、行事等
に参加して心身のリフレッシュをし、仲間づくりをすすめるための福祉施設です。
様々な職業の青年が気軽に利用できる公共の施設です。

中野市に住んでいるか、市内の事業所に勤務
する概ね30代後半までの勤労青少年です。
（19年度利用者の会登録者数…215人）

ホームで利用証交付の申請を行い、
「利用者の会」加入の年会費を納めれば
利用できます。

１Ｆ　事務室、談話室、実習室、体育室
２Ｆ　集会室、会議室、音楽室、和室

・開館日：月曜日～土曜日
・休館日：日曜日、祝祭日、年末年始
・開館時間：午前９時～午後10時

～勤労青少年ホームとは？～

～ホームを利用できる人は？～

～開館日と開館時間～

～ホームを利用するには？～

～施設の紹介～

平成 19年度後期　活動報告
～19年度の活動の一部を紹介します～

　２～３月に、以前好評だったボクササ
イズを5回ではありましたが開講しまし
た。初回は、この冬一番の寒波だったに
もかかわらず、ほぼ全員参加で真冬に良い
汗を流し、いい運動になったようでした。

冬期特別教養講座
　　　　　ボクササイズ講座

利用者作品展
　11月10～11日のえびす講にあわせ、
利用者の作品展を行いました。



　ちょうげんぼう　２

平成20年度 前期講座 受講生募集!!
いずれの講座も初心者大歓迎 !! お気軽にどうぞ !!

◎募集対象者…中野市に在住か在勤している勤労青少年（概ね 30 代後半まで可）
◎申込方法…４月 10 日以降随時、勤青ホームへお出かけのうえお申し込みください（先着順）
◎経費…受講料は無料ですが、教材費とホーム利用者の会、会費 500 円は受講生の負担となります。
※メールによる講座のお問い合わせは可能ですが、予約および申し込みは受付け致しません。
～お知らせ～
中野市勤労青少年ホームのＨＰでは、利用者の会の活動やサークル活動等を掲載しており
ますので、ぜひご覧ください。ホームページアドレスはこちら↓

http://www.city.nakano.nagano.jp/city/kinsei/index.html

各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

華　道（池坊）
♥曜　日　火曜日　18:30～
　　　　　４／22～ (第2･4週)
♥回　数　10回　
♥教材費　10,000円
♥定　員　12名
個人指導で生け花の基礎から学べます。受講
生によると、生け花をすると季節をとてもよ
く感じられるそうです。心も癒されます。

簿記(婦人の家と共催)

♥曜　日　火曜日　19:00～
　　　　　５／13～　(毎週)
♥回　数　12回　
♥教材費　2,000円（テキスト代）
♥定　員　６名
経理の基礎知識を学習し、転職･就職に役立
ちます。簿記検定３級資格取得程度。過去に
合格された方がいます。この機会に是非！

ボクササイズ
♥曜　日　水曜日　19:30～
　　　　　４／23～　(毎週)
♥回　数　10回
♥教材費　実費
♥定　員　20名
全身を使った有酸素運動で、普段気になるなかな
か落ちない二の腕や背中の引き締め、独特な足使
いによる下半身の引き締めなどが狙えます。

ペン字(婦人の家と共催)

♥曜　日　水曜日　19:00～
　　　　　５／７～(第1･3･5週)
♥回　数　10回  
♥教材費　実費
♥定　員　8名
日常的に使う機会の多いペン字。講師
の先生が個別指導。丁寧に指導してく
ださいます。あなたの癖字も直るかも!?

実用書道(婦人の家と共催)

♥曜　日　水曜日　19:00～
　　　　　５／14～(第2･4週)
♥回　数　10回　
♥教材費　1,200円
♥定　員　８名
ご祝儀袋・のし・ハガキなど普段毛筆で書く
ことの多い日常的な書道を学びます。

茶　道
♥曜　日　木曜日　19:00～
　　　　　４／24～ (第2･4週)
♥回　数　10回
♥教材費　2,500円
♥定　員　12名
―― 男性の方も大歓迎 ――

流派は裏千家。正座が苦手でも大丈夫！作法も丁寧
に教えてくださいますので初心者でも安心です。

たのしいワールド
・トピックス

♥曜　日　木曜日　19:00～
　　　　　５／15～　(毎週)
♥回　数　15回
♥教材費　実費
♥定　員　16名
海外旅行や海外での生活に役に立つ
基礎知識を習得できます。講師の先
生が個別指導してくださいます。

ピラティス
♥曜　日　木曜日　19:30～
　　　　　７／３～　(毎週)
♥回　数　10回
♥教材費　実費
♥定　員　20名
ピラティスとはリハビリから生まれた
エクササイズです。体に余計な負担を
かけず胴体部分が鍛えられます。

ソフトバレーボール
♥曜　日　木曜日　19:30～
　　　　　５／８～　(毎週)
♥回　数　10回
♥教材費　実費
♥定　員　16名
バレー未経験者でも、少し練習すれば楽しめる
スポーツです。柔らかい球を使用し突き指や手
が痛くなることもありません。この機会に是非!!

　　　　　お問合わせ先　中野市勤労青少年ホーム
TEL 0269-22-2691（土・日・祝日を除く午後１時～午後 10 時）
　　　　　 E-mail：kinsei@city.nakano.nagano.jp



１　働く婦人の家だより

 第 23 号
平成20年４月３日発行

中野市働く婦人の家
中野市三好町１丁目４番27号
電話　(０２６９) ２２－２６９１（代）
有線　２０６９１（代）
ＨＰ　http://www.city.nakano.nagano.jp/
　　　city/fujin/index.htm
印刷　高錦堂印刷所

働く婦人の家は・・・
◎日常生活に必要な知識や技術を学び、女性の地位向上を図る福祉施設です。
◎働く女性や、家庭の主婦の皆さんの教養を高めるための講座を開催したり、職業生活
　や家庭生活に関する相談を受けます。
◎育成サークル（講座卒業生） 、自主サークルの活動の場としてご利用いただけます。

サークル活動を始めたい方、
　一緒に活動してみたい方はお気軽にご相談ください。

　実用書道＆ペン字講座では、書道かペン
字のどちらか好きなほうを選んで教えてい
ただきました。携帯やパソコンのメールで
済ませてしまう時代ですが、たまには自筆
の手紙を書いてみるのもいいですね。

　上海小籠包づくりの講座では、中国出身
の先生に本場の味を教えていただきまし
た。具を包むのが難しかったですが、楽し
く、おいしくできました。

　すぐりの会では、花架拳や太極拳をベースにし、
年齢を問わず楽しくストレッチで体力づくりをし
ています。興味のある方は、ぜひ一度見学に来て
みてください。

　活動日は
　　毎週火曜日
　　　午後７時から９時までです。

　中野友の会は、羽仁もと子創刊の ｢婦人の友｣
の読者の集まりです。
　読書を中心に、「乳幼児をもつ母親のグループ」
「洋裁教室」「工芸」｢生活勉強 (料理ほか )｣ など、
｢思想しつつ　生活しつつ　祈りつつ｣ いろいろ
な学びをしています。

　活動日はそれぞれ異なりますので、詳しくはお
問い合わせ下さい。

　ダンスサークル“セピア”では、魅力的で教え
上手な先生にダンスの基本をしっかり教えていた
だいています。発足から３年目になります。仲間
の中には経験者も初心者もいます。先生の指導を
受けながら、楽しい友達になりませんか。

　活動日は
　　毎週木曜日
　　　午後１時30分から３時までです。

仲  間  募  集 !!
 19年度後期講座の様子



働く婦人の家だより　２

平成20年度 前期講座 受講生募集!!

◎募集対象者…中野市内に在住または在勤している女性の方
◎受　講　料…無料（ただし、各講座の教材費は受講者負担）
◎申 込 方 法 …４月14日夜７時以降、電話または直接来館してお申し込みくださ
　い。電話での受付は仮の受付としますので、後日来館して申込用紙に記入いただ
　くようになります。定員になり次第締め切らせていただきます。

※各講座とも、６名に満たない場合は開講を中止することがあります。

中野市働く婦人の家
中野市三好町１－４－27

　講座やサークルの
申し込み・問い合わせ

（土・日・祝日を除く午後１時～午後10時）

講座名 日程・時間 定員 教材費 持ち物 内容

職
業
講
座

簿　　　記

(勤青ホームと共催 )

５月13日から12回
毎週火曜日
午後７時から

６ 2,000円 筆記用具
電卓

就職に何かと役に立つ簿記資格。
まずは３級合格を目指してみませんか。

健
康
講
座

ゆがみ改善体操
５月13日から10回
毎週火曜日
午後７時から

20 500円 タオル１枚
簡単な体操と調整 (整体 ) を行い、全
身の筋力のバランスを整えながら強化を
して『正しい姿勢』へ！

ピラティス
５月14日から10回
毎週水曜日

午後１時30分から
20 実費

ヨガマット
(バスタオル )
飲み物

おなかや骨盤周りを意識し、強化する
とともに、腰痛の軽減・予防や肩こり
の解消などの効果もあります。基本か
らしっかりと覚えましょう。

生
活
講
座

パッチワーク
５月12日から５回
第２・４月曜日
午後１時30分から

16
3,000円
(針と糸は
別)

らしゃばさみ
糸切りばさみ
物差し(30cm)
鉛筆(２Ｂ)

カテドラルウィンドウのクッションを
教えていただきます。素敵なクッショ
ンを一緒に作ってみませんか。

山野草の楽しみ方
５月20日から３回
毎月第３火曜日
午前10時から

10 1,500円
ピンセット
（山野草用）
小さなシャベル

寄せ植えを教えていただいたりしなが
ら、自然と親しみましょう。

陶　　　芸
６月４日から８回
毎週水曜日
午後７時から

16 600円
エプロン
ビニール袋
いらないタオル

カップや湯のみ、お皿などを教えてい
ただきます。自分だけのオリジナル作
品を作ってみましょう。

着　付　け
５月28日から８回
毎週水曜日
午後７時から

12 実費

浴衣・肌襦袢・腰紐
裾よけ・半幅帯
伊達締め・帯板
補正用タオル数枚
クリップ (洗濯バサミ )

着付けの基本の浴衣から、小紋まで教
えていただきます。今年の夏は浴衣を
着てお祭りにでかけましょう。

ペン字

(勤青ホームと共催 )

５月７日から10回
第１・３・５水曜日
午後７時から

８ 実費 ボールペン
ノート

パソコンや携帯の普及で最近はあまり
字を書くことが少なくなってきていま
すが、自筆の手紙もいいものですよね。
きれいな字を身につけましょう。

実用書道

（勤青ホームと共催）

５月14日から10回
第２・４水曜日
夜７時から

８ 1,200円

書道道具一式
(墨は、する墨 )
※筆と紙は用意

します

祝儀袋やのしなど、筆字を書く時にき
れいに書けたらと思いませんか？ぜひ
この機会に学んでみてはいかがですか。

茶道（裏千家）
５月15日から８回
第１・３・５木曜日
午後７時から

12 2,000円 ふくさ・扇子
（お持ちの方）

薄茶の点てかた、飲み方、立ち居振る
舞い（お辞儀、ふすまの開け閉め）な
どの基本から、盆略手前・薄茶平点前
を教えていただきます。

単
発
講
座

手軽にできる
おやつづくり

５月13日
火曜日

午後２時から
15 500円 エプロン

お菓子屋さんのご主人を講師にお迎え
して、手軽にできるお菓子の作り方を
教えていただきます。

そば打ち体験
５月22日
木曜日

午後７時から
12 1,400円

エプロン
手ぬぐい

持ち帰り用の箱
（約30cm四方）

たまにはお家で手打ちそばなんていか
がですか。５食分できますので、持ち
帰ってご家族でどうぞ。

TEL 22-2691 有線 20691
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く
咲
く
花
た
ち
を

見
な
が
ら
共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

Ｍ
・
Ｆ)

運
営
方
針

１ 文化なかの /08.4

平
成
二
〇
年
度

中
野
市
公
民
館
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平成 年度20 中野市公民館

　21世紀のこれからを、
我々はどのように生きたら
よいか、人間の根源的なと
ころから問い深め、豊かな
心を育み幸福に暮せる地域
づくりに資する。市民参加
の委員により講座の企画・
運営にあたります。

音楽など文化芸術活動進展のた
めの支援をすすめます。

各公民館の特性をいかして地域
の課題解決にあたります。

中野・豊田地域の統一成人
式を平成20年５月４日(み
どりの日)に市民会館で挙
行します。

子育て事業事例集｢まなざし｣を指針
に、子ども事業の実践化をはかり、
その記録集作成をすすめます。

重点施策

なかの21市民講座子ども事業

統一成人式

地域の課題解決 文化芸術活動の進展

運 営 方 針

夏休み親子きりえ教室なかの 21市民講座

一　活動のめあて
　　・つどう　・まなぶ　・むすぶ　・つくる　・さがす

二　進もうとする方向
　　１　中野市四公民館の連携と独自性の発揮
　　２　四公民館と７３分館が相補完し合いながら事業の充実



３ 文化なかの /08.4

◆
中
野
市
分
館
協
議
会
◆

　

会　

長　
（
藤
沢
高
広
）

　

副
会
長　
（
中
村
敏
幸
）

　

副
会
長　
（
山
田
敏
郎
）

●
中
野
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

丸
山　

康
雄

　

非
常
勤
主
事　
　

丸
山　
　

浩

　

分
館
協
議
会
長　

藤
沢　

高
広

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

中　

町　
　

小
林　

武
男　
　

石
沢　

和
彦

西　

町　
　

竹
内　

晋
一　
　

高
木　

輝
夫

東　

町　
　

髙
野　

茂
美　
　

牧　
　

良
一

松　

川　
　

藤
沢　

高
広　
　

小
古
井
宗
一

東
松
川　
　

若
原　

茂
生　
　

秋
元　

正
幸

普　

代　
　

菅
沼　
　

繁　
　

桜
井　

良
光

栗
和
田　
　

竹
内　

正
人　
　

水
野　

孝
夫

一
本
木　
　

原
山　
　

洋　
　

栗
原　

真
二

西　

条　
　

小
林　

久
三　
　

樋
口　

初
夫

上
小
田
中　

山
田　
　

清　
　

上
野　

靖
夫

下
小
田
中　

竹
内　
　

晃　
　

小
林　

孝
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芦
原　

雅
仁

東
吉
田　
　

長
崎　

寿
夫　
　

岩
本　

文
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

直
美

●
日
野
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

浦
野　

寿
文

　

分
館
協
議
会
長　

土
屋　

寿
秋

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

間　

山　
　

土
屋　

寿
秋　
　

海
野
敬
二
郎

新　

野　
　

田
川　
　

宏　
　

宮
沢　

直
也

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

安
源
寺　
　

永
井　

正
男　
　

小
池　

和
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
條　
　

勉

栗　

林　
　

小
林
は
る
子　
　

神
田　

英
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

町
田
久
美
子

牛　

出　
　

鈴
木　
　

覚　
　

有
賀
健
一
郎

立
ケ
花　
　

近
藤
孝
次
郎　
　

竹
田　
　

章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芋
川　
　

毅

草　

間　
　

中
村　

敏
幸　
　

酒
井　

重
春

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

清
求

日　

和　
　

北
澤　

吉
信　
　

野
口　

憲
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田　

伸
之

大　

俣　
　

馬
場　
　

正　
　

阿
藤　

峰
男

●
長
丘
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

髙
橋　

幸
司

　

分
館
協
議
会
長　

高
橋　
　

貢

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

田　

麦　
　

高
橋　
　

貢　
　

江
本　

紀
夫

厚　

貝　
　

藤
澤　

孝
充　
　

吉
家　

一
雄

壁　

田　
　

山
崎　

光
男　
　

松
島　

弘
芳

古　

牧　
　

秋
山　

一
巳　
　

若
林　

栄
吉

●
平
岡
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

阿
部　
　

泉

　

分
館
協
議
会
長　

武
田　

宗
市

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

新　

井　
　

藤
沢　

英
範　
　

藤
沢　
　

渡

若　

宮　
　

山
口　

直
吉　
　

佐
野　

安
春

竹　

原　
　

武
田　

宗
市　
　

武
田　

直
人

金　

井　
　

高
坂　

精
一　
　

田
尻　
　

修

南
間
長
瀬　

山
口　

太
吉　
　

高
木　

周
二

北
間
長
瀬　

土
屋　

一
由　
　

佐
藤　

秀
樹

東
笠
原　
　

池
田
憲
一
郎　
　

山
田
さ
ち
子

西
笠
原　
　

児
島　
　

孝　
　

山
田　

正
彦

長
元
坊　
　

清
水　

裕
太　
　

櫻
井　

致
由

●
科
野
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

上
原　

雅
樹

　

分
館
協
議
会
長　

池
田　

栄
一

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

赤　

岩　
　

高
橋　

利
光　
　

渡
辺　

高
史

　

越　
　
　

池
田　

栄
一　
　

池
田　
　

徹

深　

沢　
　

上
原　
　

勝　
　

山
口　

一
治

●
倭
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

山
岸　

一
郎

　

分
館
協
議
会
長　

山
田　

敏
郎

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

柳　

沢　
　

倉
田　
　

浩　
　

山
田　

美
子

田　

上　
　

三
井　

松
夫　
　

割
田
登
志
男

岩　

井　
　

山
田　

敏
郎　
　

川
柳　

茂
広

岩
井
東　
　

山
岸　

常
明

牧
ノ
入　
　

前
田　

正
己

●
豊
田
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

宮
沢　

賢
明

　

分
館
協
議
会
長　

割
田　

正
和

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

上
今
井　
　

神
田　
　

寿　
　

小
林　

重
徳

替　

佐　
　

荻
原　

正
毅　
　

山
崎　
　

浩

笠　

倉　
　

割
田　

正
和　
　

大
沢　
　

隆

　

硲　
　
　

小
林　

郁
夫　
　

小
林　

博
己

奥
手
山　
　

弥
津　
　

豊

美　

沢　
　

髙
野　
　

肇

穴　

田　
　

藤
澤　
　

眞　
　

高
野
日
出
男

毛
野
川　
　

西
澤　
　

豊　
　

滝
澤　

正
和

南
永
江　
　

伝
田　

耕
一　
　

多
城　
　

哲

北
永
江　
　

外
谷　

辰
之　
　

高
野　

順
一

西　

組　
　

中
村　

正
典　
　

大
内　

巧
巳

三　

俣　
　

市
川　

一
行

赤　

坂　
　

荒
井　
　

豊

豊
田
深
沢　

荒
井　

一
正

平成
20
年度

名
簿

非
常
勤
主
事・
分
館
協
議
会
長

分
館
長
・
分
館
主
事

高　

遠　
　

土
屋　

世
界　
　

田
川　

義
一

更　

科　
　

上
田　

光
郎　
　

富
沢　

美
典

髙
木　

次
男

東　

山　
　

大
日
向
政
夫　
　

髙
橋　

佑
次

●
延
徳
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

大
宮　

良
一

　

分
館
協
議
会
長　

山
本　

國
雄

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

桜　

沢　
　

山
本　

國
雄　
　

小
林　

清
高

大　

熊　
　

佐
藤　

直
信　
　

金
子　

政
幸

北
大
熊　
　

柴
本　
　

厚　
　

木
村　

芳
隆

篠　

井　
　

田
中　

初
雄　
　

中
村　

昭
二

新　

保　
　

霜
鳥　

由
夫　
　

黒
岩　

宏
光

小　

沼　
　

柳
沢　

和
人　
　

大
宮　

浩
司

●
平
野
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

小
林　

雄
一

　

分
館
協
議
会
長　

西
澤　

平
紀

分
館
名　
　
　

分
館
長　
　
　

分
館
主
事

東
江
部　
　

丸
山　

正
信　
　

児
島　

一
雄

西
江
部　
　

上
野　

尚
登　
　

竹
内　

幸
夫

岩　

船　
　

塩
崎　
　

守　
　

武
田　
　

正

吉　

田　
　

竹
内　

秀
明　
　

町
田　

敏
明

片　

塩　
　

永
峯　

優
介　
　

田
中　

秀
幸

七　

瀬　
　

池
田　
　

稔　
　

塩
野
谷
健
治

　

泉　
　
　

河
村　

芳
徳　
　

古
幡　

新
一

長　

嶺　
　

西
澤　

平
紀　
　

北
澤
辰
登
志

●
高
丘
地
区
●

　

非
常
勤
主
事　
　

佐
藤
金
之
助

　

分
館
協
議
会
長　

中
村　

敏
幸
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篠
井
を
含
め
、
北
大
熊
・
小
沼

地
区
を
神
社
部
落
と
も
い
う
。
こ

れ
は
明
治
四
〇
年
十
二
月
、
三
部
落

が
神
社
合
併
を
し
た
た
め
で
あ
る
。

　

明
治
三
八
年
～
四
三
年
に
か
け

て
神
社
整
備
事
業
が
全
国
を
風
び

し
た
。
こ
れ
は
国
家
神
道
を
代
表

し
得
な
い
よ
う
な
民
社
や
小
祠
を

整
理
し
よ
う
と
し
た
維
新
政
府
の

政
策
で
も
あ
っ
た
。

　

神
社
・
特
に
民
社
は
地
域
住
民

の
協
同
生
活
の
中
か
ら
生
み
出
さ

れ
、
地
域
で
の
生
産
と
生
活
を
守

る
鎮
守
と
し
て
奉
斉
さ
れ
て
き
た
。

神
社
の
祭
礼
は
地
域
の
祭
で
あ
り
、

地
域
の
生
産
活
動
の
リ
ズ
ム
と
密

接
に
結
び
つ
き
な
が
ら
維
持
さ
れ

て
き
た
も
の
で
あ
る
。
神
社
の
あ

る
と
こ
ろ
、
一
定
の
地
域
を
お
お

っ
て
何
ら
か
の
社
会
的
統
合
が
成

立
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
自
分
た
ち
の
大
切

な
神
社
を
整
理
の
対
象
と
し
た
く

な
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
隣
接
三

部
落
が
対
等
の
立
場
で
合
併
し
た

も
の
で
あ
る
。
設
置
場
所
も
く
じ

引
き
で
篠
井
神
社
の
境
内
と
定
め
、

社
号
も
古
来
か
ら
当
地
方
の
名
称

で
あ
る｢

延
徳｣

の
二
字
を
も
っ
て
、

こ
れ
に
充
て
延
徳
神
社
と
し
た
。

　
　

松
沢　

邦
男

　

篠
井
区
は
、
中
野
市
の
南
部
地

区
に
位
置
し
、
長
野
電
鉄
・
延
徳

駅
周
辺
に
区
民
が
暮
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
四
十
戸
ほ
ど
の
小
さ
な
、

ま
と
ま
り
の
良
い
地
区
で
し
た
。

近
年
、
多
く
の
新
し
い
家
が
建
ち
、

今
で
は
約
倍
の
百
戸
ほ
ど
に
増
え

ま
し
た
。
篠
井
分
館
で
は
、
よ
り

多
く
の
区
民
の
方
に
参
加
し
て
頂

き
、
地
域
の
親
睦
を
第
一
に
考
え

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
は
、
敬
老
会

・
延
徳
地
区
球
技
大
会
・
分
館
球

技
大
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

敬
老
会
は
、
来
賓
の
ご
参
列
を

頂
き
盛
大
に
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
、
毎
年
出
席
出

来
る
の
を
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
聞
き
、
う
れ
し

く
思
い
ま
す
。

　

延
徳
地
区
の
球
技
大
会

が
、
今
季
は
台
風
の
た
め

中
止
と
な
り
残
念
で
し
た

が
、
分
館
の
球
技
大
会
は
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
終
了
後
の
慰
労
会

も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

分
館
事
業
に
御
協
力
下
さ
る
多

く
の
区
民
の
皆
さ
ん
に
改
め
て
感

謝
す
る
と
共
に
、
新
し
く
区
民
と

な
っ
た
方
々
も
参
加
し
や
す
い
交

流
の
場
と
な
る
よ
う
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

篠
しの

井
い

分 館

こ
ん

に
ち
は

分
館
分
館

ふ
る
さ
と
の
歴
史

篠
井
に
あ
る
神
社

編
集
委
員

　
だ
よ
り

編
集
委
員

　
だ
よ
り

延徳駅周辺の篠井区

　

豊
田
文
化
セ
ン
タ
ー
内
、
ホ
ー

ル
の
扉
を
開
け
る
と
雷
鳴
の
ご
と

く｢

ド
ン
ド
ン
、
ド
コ
ド
コ
、
ド

ド
ー
ン｣

と
威
勢
の
い
い
、
太
鼓

の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
。

　

合
併
前
、
公
民
館
事
業
の
講
座

で
、
和
太
鼓
教
室
が
開
催
さ
れ
、

四
十
人
程
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
講

座
終
了
後
、
受
講
者
は
、｢

も
っ

と
練
習
が
し
た
い｣｢

自
分
の
可

能
性
を
引
き
出
し
た
い｣｢

和
太

鼓
に
魅
力
を
感
じ
た｣

な
ど
、
意

気
投
合
さ
れ
た
受
講
生
二
十
五
人

程
集
ま
り
、｢

も
み
じ
太
鼓｣

の

会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
十
数
名
に
な
り
ま
し

た
が
、
小
学
生
か
ら
、
上
は
五
十

代
ま
で
、
そ
の
な
か
に
は
、
三
組

の
親
子
で
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
方

も
お
い
で
で
、
ま
さ
に
ホ
ッ
ト
な

大
家
族
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ま
す
。
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年
に
数
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伊
那
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ロ
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団｢

大
太｣
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ら

指
導
者
を
お
願
い
し
、
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
に
努
め
て
い
る
と
同
時
に
、

練
習
の
成
果
を
み
て
い
た
だ
く
た

め
、
豊
田
地
域
の
各
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イ
ベ
ン
ト

に
率
先
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て
、
参
加
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れ
て
い
ま

す
。

　

会
員
の
か
た
は
、｢

ま
だ
ま
だ
、

失
敗
は
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る
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れ
ど
、
練
習
に
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習
を
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ね
、
み
ん
な
と
楽
し
く
一

歩
一
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前
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ん
で
行
け
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抱
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語
っ
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お
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れ
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た
。

　

昨
今
と
に
か
く
、
和
太
鼓
ブ
ー

ム
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全
国
で
約
十
万
人
程
の
愛
好

者
が
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

叩
け
ば｢

ド
ー
ン｣

と
鳴
る
楽

器
の
手
軽
さ
、
身
体
い
っ
ぱ
い
で

叩
き
こ
む
爽
快
感
が
な
ん
と
も
い

え
な
い
ら
し
い
。
西
洋
の
楽
器
が

あ
ま
り
に
も
多
い
現
在
、
日
本
の

伝
統
あ
る
和
太
鼓
が
見
直
さ
れ
始

め
た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

（
Ｓ
・
Ｋ
）

｢

豊
田
も
み
じ
太
鼓

発
足
か
ら
、早
５
年｣
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豊田公民館から

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 豊 田 公 民 館
☎ 3 8 - 2 9 2 2

お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 中 央 公 民 館
☎ 2 2 - 2 6 9 1   ㈲ 20691

中央公民館から
■教養講座｢初級英会話講座｣
　外国人講師と簡単な日常会話を学ぶ講座です。
期　間　４月15日(火)～平成21年３月中旬まで
　　　　原則として毎週火曜日　午後７時～９時
場　所　中央公民館　教室　　受講料　無料
講　師　中野市英語指導助手(ＡＥＴ)
申込み　４月15日(開講日)に会場で受付します。
　　　　以後、随時受付いたします。

■生きがいづくり講座｢生活の中の書｣
　のし袋や記帳等、日常生活で役立つ機会の多い毛
筆に親しんでいただくための講座です。
期　日　５月７日から全６回（毎週水曜日）
場　所　中央公民館
講　師　教育書道家、書道如水会会長　太田　舛次  先生
対　象　書道初心者　　定　員　20人　　
持ち物　書道用具一式
受講料　無料（ただし、初回に教材費として200円
　　　　お持ち下さい）
申込み　４月14日(月)から受付いたします。

■日本語教室
　来日して間もない外国出身の方が、日常会話や簡
単な読み書きを学んでいただける教室です。(日本語
を教えていただけるボランティアも募集しています)
＜昼コース＞４月15日から毎週火曜日(祝日除く)
　　　　　　午後１時30分～午後３時30分
＜夜コース＞毎月2・４日曜日　
　　　　　　午後７時～午後９時
場　所　中央公民館　　受講料　無料
申込み　中央公民館で随時受付します

■中野市シニア（高齢者）大学
　教養や趣味の幅を広げ、社会参加に向けた生きが
いづくり・仲間づくりにお役立てください。
日　時　４月24日～平成21年３月中旬
　　　　　　　　　　　　　　(講座は全23回)
　　　　午後１時30分～午後３時
場　所　中央公民館　講堂　　受講料　無料
申込み　開講日の４月24日に受付(以降は随時受付)
＜当面の予定(第１回～第３回)＞
①４月24日(木)開講式及び第１回講座
　　　　　　｢らくのう座公演｣
②５月８日(木)｢講演と軽運動(演題未定)｣
　　　　　　元中野小学校長　嘉生　稀宗　先生
③５月22日(木)講演
　　　　　　｢人生でだれもが体験するおひとり様｣
　　　　　　元中野市立図書館長　芳川公勇 先生

■パソコンふれあいサロン
　パソコンを使っていてわからないところなど、
専門の指導員がお答えします。お気軽にお出かけ
ください(メニューに沿って進めるパソコン教室
とは異なります)
日　時　４月７日から毎週月曜日(祝日、年末年
　　　　始を除く)
　　　　午後１時30分～午後４時30分
場　所　中央公民館　団体室(パソコン室)
定　員　６名　　受講料・申込み　不要
その他　パソコンをご持参いただいても結構です

■フレンドリー英会話教室
　外国人講師を囲み、積極的に話して聞いて、英語
に慣れましょう。とてもフレンドリーな教室です。
日　時　毎週火曜日　午後７時～午後９時
場　所　豊田文化センター
講　師　中野市英語指導助手(ＡＥＴ)
参加料　無料
申込み　随時募集。豊田公民館へ

■川柳教室(全６回)
　喜怒哀楽を五七五で表現してみませんか。川柳の
基礎知識から学びます。
日　時　４月21日・５月19日・６月16日・７月14日
　　　　８月18日・９月８日　
　　　　午後７時30分～午後９時
場　所　豊田文化センター
講　師　長野県川柳作家連盟会長　石田  一郎 先生
参加料　無料　　申込み　豊田公民館へ

■ストレッチ＆ピラティス(全６回)
　体の芯を鍛えて理想的な姿勢に導く最近人気のエ
クササイズです。
日　時　４月28日・５月12日・５月26日・６月９日
　　　　６月23日・７月14日　
　　　　午後２時～午後３時30分
場　所　豊田文化センター
講　師　健康体操講師　脇坂　れい子 先生
参加料　無料　　定　員　30名
持ち物　運動のできる服装　申込み　豊田公民館へ
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 北 部 公 民 館
☎ 2 6 - 0 6 7 7   ㈲ 28878

北部公民館から
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お問合せ及び
申 込 み 先

中 野 市 西 部 公 民 館
☎ 2 3 -1 0 2 4 ㈲ 2 6 6 7 4

西部公民館から

４月の展示コーナー

市民書道展の
入選作品展

内　容
　中野市民書道展　特選作品の展示
場　所
　中央公民館１階　展示コーナー

■親子体験教室｢あるある探検隊｣
　親子、家族で自然体験・農業体験・伝統行事の体
験活動にチャレンジ。
期　日　４月26日～平成21年１月中旬(全８回予定)
　　　　(土曜日を中心に活動を予定しています。)
場　所　北部公民館　ほか野外
定　員　小学生親子30組(定員になり次第締め切り)
参加料　傷害保険料ほか、お子さん一人につき1,000
　　　　円程度
申込み　４月22日(火)までに北部公民館へ

■近世文書(古文書)講座
　西部地区に残る古文書を読み、それにまつわる
歴史を考えてみませんか？初歩からはじめます。
期　日　４月14日、５月12日、６月９日、７月14日
　　　　８月11日、９月８日、10月20日、11月10日
　　　　12月８日、１月19日、２月９日、３月９日
場　所　西部公民館　会議室
講　師　岩戸貞彦さん(高井地方史研究会・常任委員)
定　員　30名程度　　受講料　無料
申込み　随時受付します
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平
成
十
九
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度
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／
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澤
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に
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れ
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